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命の補助金を受けて実施 したものでこの事業



序

データベースは、わが 国の情報化 の進展上、重要 な役割を果 たす もの と期待 されている。

今後、データベースの普及 により、わが国において健全 な高度情報化社会の形成が期待 され

る。 さらに海外 に対 して提供可能なデータベースの整備 は、国際的な情報化への貢献お よび

自由な情報流通の確保 の観点か らも必要である。 しか しなが ら、現在 わが国で流通 している

データベースの中でわが国独 自の ものは1/3に す ぎないのが現状であ り、わが国デー タベ

ースサー ビスひいてはバ ランスある情報産業の健全 な発展 を図 るため には、わが国独 自のデ

ー タベースの構築およびデータベ ース関連技術の研究開発 を強力 に推進 し、データベ ースの

拡充を図 る必要がある。

この ような要請に応 えるため、(財)デ ータベース振興セ ンターでは 日本 自転車振興会か

ら機械工業振興資金の交付 を受 けて、データベースの構築お よび技術 開発について民間企業、

団体等に対 して委託事業 を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経済的、国際的 に重

要で、 また地域お よび産業の発展の促進に寄与する と考 えられているデータベ ースの構築 と

デー タベース作成の効率化 、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化 などに関係 したソフ トウェ

ア技術 ・ハー ドウェア技術 である。

本事業の推進 に当って、当財 団に学識経験者の方々で構成 されるデー タベース構 築 ・技術

開発促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「OCRを 利用 したキーワー ド自動抽出に関する調査研究」は平成5年 度 のデー タベ

ースの構 築促 進および技術 開発促進事業 として、当財団が(株)エ レク トロニ ック ・ライブ

ラリーに対 して委託実施 した課題の一つである。この成果が、データベース に興味 をお持 ち

の方々や諸分野の皆様方 のお役 に立てば幸いである。

なお、平成5年 度 データベースの構築促進お よび技術 開発促進事業で実施 した課題は次表

の とお りである。

平成6年3月

財 団法 人 デー タベ ース振 興 セ ン ター



平成5年 度 データベース構築 ・技術 開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1CD-ROMに よるテ レビ視 聴 率 デ ー タベ ース の構 築 (株)ビ デオ ・リサ ー チ

2輸 入畜肉貨物の規格 ・重量等の検証用 データベ ースの構 築 五十嵐冷蔵(株)

3知 的資源型データベ ースの調査研究 (株)ジ ャパ ン コ ミュ ニ ケ ー シ

ヨ ンズ イ ン ス テ ィテ ユー ト

4ビ ジネス雑誌記事データベースの共同構築 とその利用 に関 経済文献研究会

社 会
する調査研究

5新 しい電子情報サ ービス に関する調査研究 (株)日本経済新聞社/

(株)日 経 デー タ社

6研 修用教材 データベ ースのプロ トタイプ作成 (財)大阪科学技術センター

7マ イクロマシン技術情報 データベースの構築調査

v

(財)マ イ ク ロマ シ ン セ ン ター

8異 分野研 究 の ため の知 的 オ リエ ンテー シ ョン ・デ ー タベ ー (株)けいはんな

スシステムの構築

9関 西広域データベ ースセンター設立のための調査研究 関西データベース協議会

中小企業 10地 域活性化のための産 ・学交流支援データベ ースの プロ ト 東 北 イ ン テ リジ ェ ン ト ・

振興地域

活性化
タイプ作成 コスモス学術機構

11中 小企業技術情報 データベースの構築 (株)オ ー ネ ッ ト

12地 域情報 を対象に した分散協調型データベースシステムの (株)エ マ ーズ

開発 撒

13電 子デバイス情報 の海外提供サー ビスに関す る調査 電子デバイス情報

サ ービス(株)

14其 日キー ワー ド変換 機 能 を もつ デ ー タベ ー ス検 索 シス テム カデナ(株)

海 外
の開発

15CD-ROMに よる5カ 国対訳特許用語辞典及 び関連諸制度一 丸善(株)

覧の構築

16人 体形状画像 データ合成 のための技術開発 (社)人 間 生 活 工 学 研 究 センター

170CRを 利用 したキーワー ド自動抽出に関す る調査研究 (株)エ レ ク トロ ニ ッ ク ・

ラ イ ブ ラ リー

18既 存画 像 デ ー タの フ ォーマ ッ ト変換 システ ム の プロ トタイ (株)ジ ー ・サ ー チ

プの作成

技 術 19安 全研究 における多重シソーラス ・システム構築のための (株)紀伊國屋書店

基本安全用語データベースの開発

20デ ー タベ ース検 索 サ ポー トシス テ ムの プ ロ トタイ プ作 成
セン トラル開発(株)

情報図書館RUKIT

21グ ルー プ ワー ク支 援 の ため の分散 型 トランザ ク シ ョン管 理 (株)新 世代 システムセンター

方式の調査研究
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1.調 査 研 究 の概 要



●



1.1背 景

株 式会 社 エ レク トロニ ック ・ライ ブ ラ リー(略 称EL)は 、 わが 国 で発 行 され てい る新

聞、雑 誌 の記事 をイ メー ジの ま ま網羅 的 ・横 断 的 に蓄 積 し、検 索 サ ー ビス に供 す るこ とを

目的 と して 、1986年 に設立 され たデ ー タベ ー ス ・サ ー ビス会社 である 。新 聞 、雑誌社

か ら著 作 権 の使用 許 諾 を得 て、94年2月 末現在 で新 聞45紙 、雑 誌 約120誌 の記事 約

350余 万件 を蓄積 し、1500を 超 す会 員 に1日 平均4～5万 件 の記事 をフ ァクシ ミ リ

を通 じてサ ー ビス してい る。

デー タベ ース は切 り抜 きス タイ ルの記事 原 文 イ メー ジ と、見 出 しや キー ワー ドか らなる

書誌 的事 項 で構 成 され てい る。

作 業対 象 とな る記 事 は1日 平 均約2,100件 。 記事 に対 す る キー ワー ド付 与 は人手 で行

って お り、100人 近 くの人が1日2交 代 で作 業 に当 たって い る。 この た め、 デー タベ ー

ス構 築 コス トが 高 く、 コ ンピュー タに よる キー ワー ド自動 抽 出 を導入 して索 引 ・入力作業

の省力 化 を図 る こ とが課 題 にな ってい た。

キ ー ワー ドの 自動抽 出 は、新 聞 記事 デー タベ ース の領 域 で はす で に常 識 的 な手法 であ る。

各新 聞社 が 紙面 製作 を コ ン ピュ ー タ化 して、記事 本 文 を文字 コー ド化 してい るか らこそ可

能 だ った。 これ に対 して 、ELの 記 事本 文 は、切 り抜 きを光 デ ィス クに蓄積 した ものであ

り、 単 な る イ メー ジ ・デー タであ っ て文字 コー ド化 してい ない 。 コン ピュ ー タ可読 型で な

いのが キ ー ワ ー ド自動 抽 出 を阻 む壁 に なっ てい た。

ELで は90年 以 降 、株 主社 で あ る 日本 電信 電話株 式 会社技 術 陣 の協 力 を得 て、OCR

(光学 的 文字 読 み取 り装 置)と 日本 語 処 理 ソ フ トに よるキ ー ワー ド自動抽 出の検討 を行 っ

て きた。 こ こ2、3年 、OCRの 文 字認 識精 度 と処 理速度 の 向上 には 目覚 ま しい もの があ

り、新 聞 、雑 誌 記事 の切 り抜 きを文 字 コー ド化 す る こ とが現 実 的 にな っ た。

キー ワー ド自動 抽 出導 入 に当た って、ELに とって は も う一 つ解 決 しな けれ ばな らない

問題 が あ っ た。 自動抽 出 した キー ワー ドに よる検 索結 果の 品質 と量 とで あ る。

ELの 主 力 サ ー ビス は、 「MOR」(モ ーニ ン グ レビュー)と 呼 ぶ もの で あ って、ユ ー

ザ ーが検 索 式 を登 録 して お くと、毎朝 、 当 日の朝 刊 か ら検 索結 果 が 自動 的 に フ ァクシ ミリ

で送 られ る仕 組 み であ る。多 くの新 聞記事 デ ー タベ ース で は、検 索 をす る と、 まず画面 に

見 出 し一 覧 が表 示 さ れ、ユ ーザ ーはそ こか ら必 要 とす る記事 を選ぶ こ とにな る。 「MOR」

で も見 出 しをフ ァク シ ミ リ出力 して、 そ こか ら記事 を選ぶ こ とがで きるが 、多 くのユ ーザ

ー は この選択 の過程 を飛 ば して、 い きな り記事 を受 け取 って い る。ELの 場 合 、検索 結果

の 品質評価 と量 の測 定 が と くに問題 に なるの は この ためで あ る。

本 調査 研 究 『OCRを 利 用 したキ ー ワー ドの 自動抽 出』 は、直接 的 には以 上 の よ うな背

景 の下 で行 われ た もの であ る。
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1.2目 的

以上 の背景 か ら、本 調査 研 究 で は、 商 用 サ ー ビス を行 ってい るEL社 の シ ステ ム、作 業

態勢 、サ ー ビス 内容 との 比較検 証 を基 本 に、① 現在 商 品 化 されて い る汎 用 機器 とソフ トの

組 み合 わせ に一定 の 工夫 を加 える こ とに よって 、商用 に耐 え得 る水 準 の キー ワー ド自動抽

出が可能 か② そ の際 、 どの程度 の効 率化 が 見 込 め 、省 力効 果 が期待 で きるか③ 実 用化 に当

た っての課題 は何 か、 の3点 を見極 め る こ とを直接 の 目的 と した。

最 近 、イ メー ジ処理技 術 の進展 や フ ァク シ ミ リの普 及 な どに よっ て、 デー タベ ー スの世

界 で も 「イ メー ジ志 向」 が 高 ま ってい る。 「マ ル チ メデ ィア時代 」 を控 え、最 も豊 富 な素

材 とい える印刷 物 の イ メー ジデ ー タベ ース は、 そ の大 きなすそ野 と して期 待 され る。

本 調査研 究 で は 、 これ らの情況 も視 野 に入れ つ つ、効 率 的で高性 能 な印刷物 の イ メー ジ

デー タベ ー ス構築 の可 能性 を提 示 す る こ と もまた、重 要 な 目的 と した。

1.3実 施 内容 と結 果の 概略

「MOR」 で サ ー ビス した記事 を使 って キー ワー ドを 自動 抽 出 し、実 サ ー ビス の登 録検

索 式 を使 って検 索 を行 い 、そ の結 果 と人手作 業 との比 較 を行 っ た。

OCRで 読 み 出 され た記事 か ら抽 出 され た キー ワー ド候補 語 は 、パ ソ コ ン上 で 自動 的 に

「重 みづ け」 が な され、 や は り自動 的 に 「絞 り込 み」 が 行 われ た後 、 キー ワー ドと して抽

出 され た。1記 事 当 た り平均 キー ワー ド数10.5個 のサ ンプル に始 ま って、平 均 キ ー ワー

ド数 を少 しず つ増 や して ゆ き、15.2個 まで8群 の テス ト用 サ ンプル を用意 した 。 キ ー ワ

ー ド数 を制 限 したの は、 主題 に絞 って キ ー ワー ドを付 与 して い るELデ ー タベ ー スの特 徴

を生 か しなが ら、 シス テ ムへ の負荷 を抑 え、 かつ 、ユ ーザ ー に届 く記事件 数 が 急激 に増 え

ない よ うにす る ための 配慮 か らで あ る。

キ ー ワご ドが記 事 内容 にふ さわ しい か どうか は人 が判 断 し、 まず 「必須 」 「不 要 」 に分

け 、必須 と も不 要 とも決 めか ね る もの を 「関連 」 とす る3段 階 の評価 を行 っ た。

キー ワー ド付 与 の後 は検 索 の段 階 に進 む。検 索 は実 サ ー ビス に登 録 されて い た1,990

の検 索式 をそ の まま使 っ た。 検索 結果 に対 す る評価 は、 ヒ ッ トした付 与 キー ワー ドの評価

群 の組 み合 わせ に よって 、や は り 「必 須 」 「不 要」 「関連 」 の3段 階 に 自動 的 に分 類 した。

なお 、 自動 抽 出 と人手作 業 を比 較 した相 対 評価 に当 た って は、以 上 の3段 階 に 「漏 れ」

を加 え た。 「必 須」 の うち、人 手作 業 だ け に よって発 生 した もの は 自動抽 出 に とって 「漏

れ」 で あ り、人手作 業 の 「漏 れ」 は その逆 のケ ース で あ る。

また、 これ らの 品質 テ ス トとは別 に、 人手作 業 と自動抽 出方式 に よる作 業量 の増 減 を比
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較 し、自動抽出が全体 として どの程度の作業効率化を もた らすかを試算 した。

本調査研究の結果 、以下の諸点が確認で き、比較的少量のキーワー ドで効率が良 く、か

つ商用 に耐 えうる精度 を持つ、印刷物 を対象 としたキーワー ド自動抽 出システム構築への

展望を得 ることがで きた。

① す で に商 品化 され て い るOCR、 日本語処 理 ソ フ トと既 存 の各 種辞 書 をベ ー スに 、一

定 の補 正機能 と絞 り込 み ル ール を付加 す る こ とに よって 、1記 事平均8～15個 前 後

に絞 ったキ ー ワー ドの 自動 抽 出が可 能で あ る。

②1記 事12個 以上のキーワー ドを抽 出すれば、EL社 が現 に商用サービス している人

手付与によるキーワー ドと比較 しても質的 に劣 らず 、付与量、均質性 などを加味すれ

ば、 よ り優れた結果が得 られると判断で きる。

③ これ らのキ ー ワー ドを使 った検索 結 果 も、商用 サ ー ビス と比 較 してそ ん色 が ない。

④ キー ワー ド絞 り込 み の ル ール を操作 す るこ とに よって 、 キ ー ワー ド、検索 結 果双 方 で

一定 の 質
、量 の調 整 が で きる。

⑤調査 で使用 したOCR、 日本語処理 ソフ トなど、既存 ツールの改良 をは じめとして、

各種 システム辞書 の整備 ・開発、キーワー ド絞 り込みルール ・修正機能の改善な ど、

品質 と処理速度 にかかわる今後の開発、改善、工夫の余地が多々あ り、その成果 はい

ずれ も今回のテス ト結果 に上積みされる。

⑥現行作 業量で20～30%の 作業効率化がはか られ、作 業量が増 えるにつれ省力効果

は さらに拡大 してい くこ とが見込 まれる。

⑦ 自動抽 出方式導入 に当たっては、抽出キーワー ド数 を制限す ることによって検索結果

の出力量の調整が可能であ り、現行商用サー ビスの激変 を避 けなが ら緩 やか に移行す

ることができる。
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2.調 査研究 の実施結果



'



2.1実 施方 法 の概 略

調査研究 では、OCR読 み取 りと、便宜上2段 階に分 けて行 ったキー ワー ド自動抽 出お

よび検索 テス ト、 自動抽 出方式 による作業効率化への寄与度の試算 を行い、それぞれの結

果 を分析 ・検証 した。各段階の実施方法の概略は以下の通 りである。

【テ ス ト1】

EL社 の商 用 サ ー ビス 「ELNET」 の うち 「MOR」 の実 デー タをサ ンプル と し、 ま

ず 以下① ～④ 手 順 で1記 事 平均15.2個 の キー ワー ド自動抽 出 した後 、⑤⑥ の方 法 でテ ス

ト検 索 を行 い 、人手 作 業 に よ るサ ー ビス との全般 的 な比 較分 析 を行 った。

①OCRに よる文 字 コー ド ・デ ー タの作 成 ・

② 日本語 処 理 に よる名詞 の 自動 抽 出

③OCR誤 読文 字 の 自動修 正

④独 自の 「絞 り込 み ル ール」 に よる キー ワー ドの決定

⑤抽 出 キー ワー ドの評価 づ け

⑥ 評価 づ け キー ワー ドを使 っ た実 サ ー ビス用 登録 検索 式 に よるテ ス ト検 索

く図2-1>

【テス ト2】

「キー ワ ー ド抽 出制 限値 」 を変化 させ る こ とに よって 、1記 事 平均15.2か ら10.5個

まで計8段 階の キ ー ワー ドの抽 出 と検索 テス トを行 い 、 キー ワー ドと検 索 結果 の質 、 量 に

どの よ うな変化 が 生 じるか を分析 、検証 した。

【作業効率化への寄与度の試算】

作業効率化への寄与度は、現行人手作業の分析 と自動抽出方式採用に よる作業の増減を

比較 し、全体 としてどの程度 の効率化が見込 まれるか を試算 した。

【総合分析 と課題の整理】

両テス トの分析結果 をもとに、①現行商用サービス との品質の比較② 自動抽 出方式 によ

る作業効率化 の度合い③今後 の改善のポイン トとシステム化の可能性 の検討、な どを行 っ

た。

【調 査研 究 の態 勢 と 日程 】

EL社 内 に副社 長 を長 と し、技術 、情 報 、営 業各担 当役員 を含 む14名 か らな るチ ーム

を編 成 、93年7月 か ら94年3月 までの 間、各 種作 業 を行 った。

(資料4.8に 担当 者 名 と実施 スケ ジ ュール)
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新聞
品 質 テス トの流 れ

口 ……___
1615件

ELシ ス テ ム ユ ーザへ

(現在 のサ ー ビス)

②

ごみ文字の除去

③

INDEXER

(品詞分解)

*人 が付けた

見出 し

蓋 辞書

EL辞 書
::

MOR

④誤読補正
、

創出KW自 動付与

不要KWの 自動除去

KW自 置き換え

重.み付け

KW抽 出

見出しか らの 、

KW抽 出

目視チェック

キーワー ド ⑥

評価づけ

人による判定)

人手 によるKW

*人 が付 けた見出 しを使 う別山

(1)読めないことが多い

(2)重要なKWが 含 まれる

①ExpressReader70J(東 芝)

②新 聞}記事に出現 しな)二貞ゴ:の削除

[例]∈ ∋⊆⊇等

③INDEXER(NTTDATA)

④補il:1・置 き換え・追加・削除

⑤語毎に重み付けを行い点数によりKW抽 出

分類、統制語、MOR検 索式に有、段落等

⑥人手 によるキー ワー ド評価づ け

機械お よび人手によるキーワー ドを評価

「必須」 「不要」 国 連」に分類
,

⑦KW数 を変 化 さ せ検 索 の く り返 し

人:1[iil、機 械:81i.ll(KW数10.5～15.2)

L群 、S群:各1匝1

ヒッ ト結果

(人 手)

⑦

MOR検 索

(EL全 ユーザ分)

【図2-1】

KW数 制限値 を

変化 させて検索

比
較
分
析
＼ ↓}

S群:人 と機械の必須、共通

で検索

L群:人 と機械の必須 、関連、

共通で検索
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2.2キ ー ワー ド自動 抽 出 と人手作 業 との比較 【テ ス ト1】

2.2.1テ ス トデ ー タ の 選 定

テス ト用 デー タの 選定 に当 た って は① 現 行 サー ビス との比 較検 証 を行 うため 、ユ ーザ ー

の検索 式 が あ らか じめ 登録 され てい る 「MOR」 を対 象 と し② デ ー タ量 は分析 ・検 証作 業

の負荷 を考慮 して商用 サ ー ビス の1日 分 の約1割 にあ たる170記 事 と し③ 一般 紙 、専 門

紙 な どのバ ランス 、記事 の ジ ャ ンル 、形式 、分量 な どの分 布 に配慮 して サ ンプル抽 出 した。

抽 出の対 象 は、93年5月18日(火)に サ ー ビス した朝 刊25紙 く注1>の1,615記

事 。(資 料4.3に サ ンプル記事 の見 出 し一 覧)

<注1>サ ンプル25紙 朝 日新聞 読売新聞 毎日新聞 産経新聞 日本経済新聞

日経産業新聞 日経流通新聞 電波新聞 日刊工業新聞 日本工業新聞 株式新聞
ニッキン 電気新聞 化学工業日報 薬事 日報 日刊建設工業新聞 建設通信新聞

日刊自動車新聞 繊研新聞 日本繊維新聞 日本食糧新聞 日本農業新聞
日刊水産経済新聞 住宅新報 日本生産性新聞

2.2.20CRに よる 文 字 デ ー タの 作 成

OCRに よる文 字 の読 み取 りは 、東芝 製の 「EXPRESSREADER7bJ」 で行

った。 レイア ウ ト自動 解析 の エ ラーは人手 で修正 し、記号 な ど記事 に出現 しない文 字 は誤

読 と して 自動削 除 を行 った。

2,2.3キ ー ワ ー ド候 補 の 抽 出 と キ ー ワー ドの 決 定

上記の方法で読 み取った文字 デー タを、NTTデ ータ通信株式会社の 日本語処理 ソフ ト

「INDEXER」(NTT情 報通信網研究所 で開発)に かけて単語単位 に分解 した後 、

誤読文字の補正、単語の連結 ・分解、置 き換 え、文中に現 われない語の追加 を行 った。 さ

らに 「重みづ け」 による独 自の絞 り込みルールを使 ってキー ワー ドを決定 した。

それぞれの段階で行 った処理の内容は以下のようなものである。

(1)辞 書

キー ワー ド候補 の抽 出 に当 た って は、INDEXERに 組 み込 まれてい る汎用 辞 書 とE

L辞 書(約60万 語)を 併 用 した。
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(2)OCR誤 読文 字の修 正

単 語 分解 の結 果切 り出 され た名 詞がEL辞 書 にない場合 、 「誤 読 の統計 デ ー タ」 を もと

に一部 を別 の文字 に置 き換 えて再度EL辞 書 と照合 し、辞 書 にあ れ ば 自動修 正す る とい う

方法 を とった。

(資料4.5.1に 「誤読 の統計 デー タ」」 の 一覧 、

資料4.5.2に 「誤 読 の補 正の 結果 」)

(3)自 動 ま たは人手 に よる一部修 正

文字 デー タか らキー ワー ド候 補 とな る語 を切 り出 した後 、最低 限 必 要 と思 われ る以下 の

「後 処 理」 を、 自動 また は人手 で加 えた。

(資料4.7に 「イ ンデ クサ ー処理 後 の追 加処 理 」)

① 置 き換 え ・追加

・ 「米」→ 「米 国」 、 「工 場 を建 設 」→ 「工 場建 設」 、 「発 売」 → 「新 製品 」 、 「開

発 ・販 売」→ 「新 製 品」 な ど、一定 のル ール に従 い置 き換 えを行 っ た(自 動)。

② 名 詞分類 な どの修 正

・ 「タイ」(一 般 名 詞 と地域 名 詞)な ど違 った名 詞分類 を持 つ語 、INDEXERの

シス テム辞 書 とEL辞 書 の間 で名詞 分類 が食 い違 った キー ワー ドな ど計1!7語 を

チ エ ック し、一部 を修 正 した(人 手)。

③ 「限定句」の追加
・ 「中国」の ように表記 も名詞分類 も同 じ(い ずれ も地域名詞)で 、違 った意味 を持

つ語12個 に 「限定句」<注2>を 追加 した(人 手)。

<注2>限 定句ELNETで は 同形異 義語 に対 し、内容 を識 別す るため の キー ワー

ド種別(一 般 、地 域 、企業 、 人 名)を 設 け、検 索 時 に指定 で きる よ うに してい る。
、CD(オ ー デ ィ オ、支 払 機 、預金)、さ らに、種 別が 同 じで も中 国(地 方 、 国名)

ロー タス(コ ン ピュー タ、 自動 車)の よ うに異 な った複 数 の意味 を持 つ語 には 「限

定句 」 を付 け、 区別で きる よ うに してい る。
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(4)「 重 みづ け」 と抽 出制 限式 に よ る絞 り込 み

INDEXERで 切 り出 され た名 詞 の うち、EL辞 書 にあ る もの に対 し(a)の ような

配点基 準(サ ンプル)で 「重 みづ け 」 を し、総 合点 の高 い順 か ら(b)の 制限式 に当 て は

め てキ ー ワー ドと した。

(a)重 みづけ(配 点例)

①名詞分類別基礎 点

・企業名、人名、団体名

・一般 名詞 、地域 名

・サ変名詞

②統制語加算

・EL辞 書の統制語

③MOR加 算

50点

20点

10点

・MORの ユ ーザー検索式 にあるもの

④ 初出位置加算

占
…

5

・見 出 し

10点

・第1段 落

・第2段 落(地 域 名 、サ 変 名詞 を除 く)

・第3段 落(同 上)

20点

10点

5点

5点

・第4・ 第5段 落(一 般 名 詞 、地域 名、 サ変名 詞 を除 く)… …5点

⑤ 強調 語加算

・ 「」で囲 まれた強調語な ど

⑥分割語減算

10点

INDEXERが 切 り出 した複合語か ら分割 した単位単語…-5点

(b)キ ーワー ド抽出数制限式

1記 事当た りの抽出総数の上限は、現行 システム との関係で40個 とし・具体的 な

抽 出数 は①企業名、人名、団体 名は合わせて35個 まで② その他の語は下の制限式 か

ら導かれる数 を上限 とし、双方 を合わせた中から総合得 点の高い もの順 に40個 まで

採用す るというルールによって決定 した。

制 限 式:2+(制 限 値 一2)×{1-e(『o・oo3× 副f破'七 総数)}

*e:自 然、対 数

(式 中の 「制 限値(L)」 は 【テ ス ト1】 で は15に 仮 設 定 、 【テ ス ト2】 で は

14か ら8ま で 変化 させ た)
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以 上 の処理 を加 えた結 果 、対象 の170記 事 か ら2,595個 の キ ー ワー ドが抽 出 され た。

1記 事 当 た りの平均 キ ー ワー ド数 は15. ,2個 だ った。
一 方

、比 較対 象 とした同 じ記事 に対 す る人手 に よる付 与 キ ー ワー ド総数 は1,060個 。

1記 事 当たの 平均 キー ワー ド数 は6.2個 だ った。

(資料4.4に 記 事 原文 、読 み取 り原 文 、採 用 キー ワー ドの サ ンプル)

2.2.4キ ー ワ ー ドの 評 価 づ け と分 布

(1)評 価 づ けの方法

人手 で付与 され た1,060個 の キ ー ワー ドと、自動 抽 出 に よる2,595個 を合わせ た2,

988個(う ち667個 は共 通)の キー ワー ドを以 下 の3ラ ンクに評価 、分類 した。

・ 「必 須 」

・ 「不 要 」

・ 「関 連 」

必 要不 可 欠 なキ ー ワー ド

検 索 時 にノイズ となる キ ー ワー ド

「必 要 」 と も 「不 要」 と もい えな い キー ワー ド

評価 は人によって違いが出 るため、商用サービスのデー タ作成 に従事 している検索作業

当者、情報制作管理者、営業担当者の7人 による評点を合算 し、4人 以上の判断が一致 し

た ものを 「必須」または 「不要」 と し、それ以外 を 「関連」 〈注3>と した。

<注3>「 関連 」あ る キー ワー ドが 必 要か ど うかの判 断 は 、ユ ーザ ー の検索方 法 や 目的

に よってか な りの幅 が あ り、す べ ての キ ー ワー ドをす っ き り 「必要 」 「不 要」 に二分

す るこ とは困難 で あ る。 本 テ ス トで は、 明 らか に必 要 と判 断 で きる もの だけ を 「必 須 」、
ノ イズ となる もの だ け を 「不 要 」 と特 定 し、 それ 以外 の グ レー ゾー ンにあ る キー ワー

ドを 「関連」(「 記 事 主題 に何 らか の関連 を持 つ語 」 の意 味)と くくっ た。

(2)評 価 キ ー ワrド の分布

人 手 による キー ワー ドと、 自動 抽 出 キー ワー ドの評 価 づ け結 果 の分布 は く図2-2>の

よう にな り、以 下の ような特徴 が み られ た。 なお、人 手 、 自動双 方 に共通 した キー ワー ド

(「 共通」)は 、評価 の 際、 「必 須 」 と同 じ扱 い に した。

(a)キ ー ワー ド総数

キー ワー ド総数 は人手付 与 の1,060(1記 事 平 均6.2)に 対 し、 自動 抽 出 では

2,595(15.2)と 約2.5倍 にな った。

(b)「 必須 」 キー ワ ー ド数

「必須」 キー ワー ド数(「 共通 」 を含 む)は 、人手 の933個 に対 し、 自動 抽 出

は1,268で 個 で約1.4倍 。

「関連」 も広 い意味 で 「必 要 キー ワー ド」 と考 え る と、 そ の総計 は人手1,046

個 に対 し自動抽 出 は2,268個 で 、約2.2倍 となっ た。
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【抽 出キーワー ド群 の分布(概 念図)】

[亘ヨ[亘 到
計1,060総 計2,988計2,595

関連→

不要→

一 必須

関連

不要

注 数字 は抽出 キーワー ド数

【図2-2】

(c)精 度

人手 と自動 を合 わせ た全 抽 出 キー ワー ドに 占め る 「必須 」 キ ー ワー ドの比 率 をみ'

る と、 人手31%に 対 し自動 は42%で 約11ポ イ ン ト上 回 った。 「必 要 キ ー ワー

ド」 の比 率 で は35%対76%と な り、 自動 の方 が41ポ イ ン ト上 回 った。

(d)漏 れ

「必須 」 キー ワー ドの 「漏 れ率」<注4>は 、 人手39%に 対 し自動 は17%で 、

自動 は 人手 の半分 以 下 だ った。 「必要 キ ー ワー ド」 に広 げてみ る と、人 手が60%

強 にの ぼ るの に対 し、 自動 は14%弱 で4分 の1以 下 になっ た。

<注4>漏 れ率 ここでは人手 と自動で付与 された 「必須」キーワー ド(「 共通」

を含む)の 和 を 「必須」 キーワー ドの総数 と仮定 し、 これ に対 する人手、 自動

それぞれの 「必須」の欠落の率をみた。

(e)ノ イズ

ノイズ となる 「不 要 」 キ ー ワー ドは、 人手 で は14個(全 抽 出キ ー ワー ドの0.5

%)に とどま った の に対 し、 自動抽 出は327個(同 約11%)に のぼ っ た。

(資 料4.6に 「漏 れ」 「ノイ ズ」の 分析 デ ー タ)
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2.2.5評 価 キー ワー ドに よる検索 とヒ ッ ト結 果 の分布

(1)評 価 づ け キー ワー ドに よる検 索

人手付 与 と自動抽 出の キ ー ワー ドが実 際 の検索 結 果 に どの よ うな影 響 を与 え るか をみ る

ため に、 そ れぞ れの キー ワー ドを商用 サ ー ビス 「MOR」 に登録 されて い る1,990の 検

索 式 に当て てテ ス ト検索 を行 った。

(資 料4.2に 検 索式 の サ ンプル)

検 索 は、 「必 須」 「不 要」 「関連 」 の3ラ ンク に評価 づ け され た キ ー ワー ド群 を、 さ ら

にく図2-3>に 示す4グ ル ープ に く くって行 い 、それ ぞれ の群 で ヒ ッ トした記事 の リス

トを照 合 して同 じ3ラ ンクに 自動分類 ・集 計 した。

【4種類の検索】

〈評価 キーワー ド群 〉

1:「 必須」2:「 関連 」3:「 関連」

C:「 共通」=「 必須」扱 い

〈キーワー ド群の組み合 わせ 〉

M(Manual)群=人 手 付 与 の 全 部

〈M1+M2+M3+C>

A(Auto)群=自 動 抽 出 の 全 部

<Al+A2+A3+C>

L(Large)群=「 必 須 」 「関 連 」 の 全 部

<M1+M2+C+A1+A2>

S(Small)群=「 必 須 」 の 全 部

〈Ml+C+A1>

〈4群 による検索〉

M

人 自動

A

‖1

＼xヲ
人 自動

S

人 自動

L

人 自動

←関連

【図2-3】
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(2)ヒ ッ ト結 果 の分布

ヒット結果 は、キーワー ドの評価づけに従 って以下の方法で自動分類 した。検索式 に含

まれる論理演算の影響 を自動分類 に正 しく反映 させ るため、 「sj群 と 「L」 群 の検索結

果の照合 を行 ったく注5>。

・ 「必 須 」

・ 「不 要 」

・ 「関 連 」

「S」 群 と 「L」 群 の検索 で共 に ヒッ トした記事

「S」 群 と 「L」 群 で共 に ヒ ッ トしな か った記事

「S」 群 または 「L」 群 の一 方 の み に ヒ ッ トした記事

<注5>「 関 連」 キー ワー ドは 「必 要 とも不要 と もい え ない もの」 と定 義 づ け たた

め 、検 索結 果 の分類 に当 た って は 「関連」 キ ー ワー ドの有無 に よ って結 果 が異 な

る記事 を 「グ レーゾ ー ンにあ る記事 」 と して、 「関 連」 に入 れ た。

「デー タベ ース」(必 須)と 「エ レク トロニ クス」(関 連)、 とい うキ ー ワー ド

を持 つ記事 を例 に とれ ば、検索 式 とヒ ッ ト結 果 、 ヒ ッ ト結果 の 分類 は以下 の よ う

に なる。

《検 索式1》 デー タベ ースORエ レク トロニ クス

● ヒッ ト結果

●結果の分類

「S」 「L」 双方 と もヒ ッ ト

「必 須 」

《検 索 式2》 デ ー タベ ー スANDエ レク トロニ ク ス

● ヒッ ト結果

●結果 の分類

「S」 で は ヒ ッ トせ ず、

「関連」

「L」 で ヒ ッ ト

《検 索式3》 デー タベ ースNOTエ レク トロニ クス

● ヒッ ト結果

●結果の分類

「S」 で は ヒ ッ ト、

「関 連 」

「L」 で は ヒ ッ トせず

《検 索 式4》 エ レク トロニ クスNOTデ ー タベ ース

● ヒ ッ ト結 果

●結果の分類

「M」 または 「A」 に は ヒ ッ トした が、 「S」

いず れ に もヒ ッ トせ ず

「不 要」

「L」
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ヒ ッ ト記事 群 の分布 は く図2-4>の よ うにな り、以 下 に述べ る特徴 が み られ た。

【ヒ ッ ト記事群の分布(概 念 図)】

[亘ヨ[亘 動
計3,411総 計5,809計5,133

(必 須計3,207必 須 総 計4,220必 須 計3,734)

必須 一→〉

関連→

必須

<一 関連

注=数 字 は ヒッ ト記事数

S、L共 に ヒッ トした記事 を必須

S、Lの 片方 のみ ヒ ッ トした記事 を関連

S、L共 に ヒッ トしない記事 を不要

【図2-4】

(a)総 数

ヒッ ト記事総 数 で は人手3,411に 対 し自動抽 出は5,133記 事 と約1.5倍 に

な った。

(b)「 必 要」 記事 の ヒ ッ ト数

「必須 」 記事 は人 手3,207記 事 に対 し、 自動抽 出 は約1.2倍 の3,734記 事 。

「関連 」 を含 め た 「必 要記事 」 数 で は3,386対4,876で 、 自動 の方 が約1.4

倍 強 にな った。
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(c)精 度

人手 と自動 を合 わせ た全 ヒッ ト記事 に占め る 「必 須」 記事 の比率(精 度)は 、 人手

55%に 対 し自動 は64%で 、 自動 の方が約9ポ イ ン ト、527記 事多 くヒ ッ トした。

「関連」 も含 め た 「必 要」記事 で は、人手58%強 に対 じ自動 は84%弱 で、 自動

の方 が約26ポ イ ン ト上 回っ た。

(d)再 現 率 、漏 れ

人手 と自動双 方 で ヒ ッ トした 「必須 」 の和 を 「必須 」 記事 の全量 とす る と、再 現率

は人 手76.0%に 対 し自動 は88.5%と な った。

これ と裏腹 の関係 にあ る 「必須 」 の漏 れ ば、人手24 .0%に 対 し自動 は11.5%。

「関連 」 を含 め た広 い意味 での 「必 要記 事」 で は、人 手約39%に 対 し自動 は約12

%だ った。

(e)ノ イズ

キ ー ワー ドレベ ル で はll%だ った 自動抽 出の ノイズ は、検索 結 果 では257記 事

で、全 ヒッ ト記事 の4.5%と なっ た。 これ に対 し人手 の 方 は25記 事 、0.4%で 、 自

動 抽 出の10分 の1弱 に とどまった。

自動 の場合 は 「不 要」 キー ワー ドがあ った ため に ノイズ となっ た もの が ほ とん どで

あ るの に対 し、人 手 の方 は 「必 須」 キー ワー ドが つ いて いな か った ため、論 理 演算 の

「NOT」 で 除 け ない ため ノイズ となった ものが大 部分 を占 め た。

2.2.6人 手 と自動 の比較 評価

(1)評 価 の前 提

本 テ ス トの場合 、 人手 に よるキ ー ワー ド付与 は1記 事 平均6.2個 、 自動 抽 出 は15.2

個 で あ り、比 較の基礎 とな るキ ー ワー ド数 に1対2.5の 差 があ るため 、単純 な結 果 比較 は

客観 性 に欠 ける とい え る。

しか し、 人手 の平均6.2個 は、主 題 キー ワー ドのみ を付与 す る とい うELNETの 基 本

方針 の他 、一定 時 間 に こなせ る作 業 量 の物 理的制約 に よる 「限界値 」 の側面 も持 つ。 自動

抽 出 の場 合 、 この よ うな 制約 は少 な い。人 手 と 自動抽 出 の優劣 を総 合 的 に判断 す る ため に

は、 キ ー ワー ド付 与 量 に対 す る柔軟 性へ の視 点 も欠 かせ ない。 【テ ス ト1】 で は まず 、 自

動抽 出 キー ワー ドの数 を15個 前後 に仮 設定 し、総 体 的 な優 劣 比較 をみ る を 目的 と した。

キ ー ワー ド数 と品 質 の関係 の客 観 的 な分析 は、 【テ ス ト2】 の結 果 に もとつ いて行 っ た。
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(2)'キ ー ワ ー ドレベ ル の 評 価

(a)付 与量への柔軟性

現行 の人手による作業は、限 られた時間内に一定の要員で一定の記事 を処理するた

め、処理記事数が増えればキーワー ド数が減 るという反比例の関係が生 じ、キーワー

ド数を増やすには作業時間か要員数 を増や さなければな らない。

これに対 し自動抽 出は、システムサイ ドからの制約 を除けば付与量 に制限 はな く、

付与キーワー ド数の増加 にも柔軟 に対応で きる利点がある。

(b)均 質性 の確保

人 手 に よるキー ワー ド付 与 の悩 みの一 つは 、 イ ンデクサ ーの個 人差 に よる付 与 キー

ワー ドの 「ぶれ」 で あ る。本 テス トに先 だ って行 った予 備調 査 で得 られ たデ ー タに よ

る と、 「MOR」 の実 作 業 と同 じ環境 で2組 の イ ンデク サ ーが33記 事 に対 して付 与

した キー ワー ドを比 較 した結 果 、双 方が 共通 して付 与 した キ ー ワー ドは 全体 の51%

強 に とどま り、 ヒ ッ ト記 事数 で も60余 の差 が生 じてい た。

自動 抽 出で は本 来 この よ うな事 態 は起 こ り得 ず 、付与 キ ー ワー ドの均 質性 の点 で優

れて い る。

(c)「 精 度」 と 「漏 れ」

前項 「キー ワー ド分布 」 で み た よ うに、人手 と自動 で は 「必須 」 キー ワー ドレベ ル

の 「精度 」 で約11ポ イ ン ト、 「漏 れ」 で約22ポ イ ン トの 差 が あ り、 い ず れ も自動

の 方が優 れた結 果 を示 してい る。

(d)ノ イズ

人手 によるキ ー ワー ド付 与 で は、 ノイズ は ほ とん ど出 ない。 この点 は人 手作 業 の最

大 の強 み。逆 に自動 抽 出で は ノイズ の率 が高 まる こ とが最 大 の悩 み で あ る。本 テ ス ト

で は 自動 抽 出の ノイズ率 は全体 の約11%だ った。

テス トのサ ンプル デー タの うち 、A社 の9記 事 に付 与 され た商 用 サ ー ビ ス用 の ブリ

ー ター ムをテ ス トと同 じ尺 度 で検 証 して み た ところ、 「必須 」 は約10%、 ノイズ は

50%を 超 えてい た。

1記 事 に対 す る付 与 キー ワー ド数が100個 を超 え るケ ースが 多 い フ リー ター ム方

式 と、ELNETの 主 題 に絞 っ たキ ー ワー ド付与 とを単 純 に比 較 はで きない が 、本 テ

ス トの 「ノイズ率ll%」 はか な り低 い数 字 とはい え よ う。
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(3)検 索結果の評価

(a)精 度 ア ップ

「必 須」 記事 が全 ヒ ッ ト記事 に 占め る比率 は、 人手55%対 自動64%で 自動 の方

が約9ポ イ ン ト高 く、優 れ た結 果 となった。

「関連」 も含 め る と58%対84%と な り、 自動 の方 が26ポ イ ン ト高 くな った。

(b)「 漏れ」の大幅減少

自動の 「漏れ」 は 「必須」記事群 で人手 に比べ半減 、 「関連」 を合わせる と3分 の

1以 下 にな り、相対 的にはかな りの品質向上が期待 される。

ただ、人手の場合 にヒッ トしなが ら自動では漏れた486記 事の内容分析 と、 この

数 を可能 な限 り減 らす対策が必要 となる。

(c)比 較的少 ないノイズ

ノイズについて も 「漏 れ」 と同様 、単 なる数字の比較 だけでは済 まない性格 の問題

だが、 自動抽出方式 によるノイズが、少な くとも検索結果全量の4.5%に とどまって

いることは明るい展 望を抱 かせる。

(4)総 合評価

以上 、 「精 度」 「もれ」 「ノ イズ」 の3つ の側 面 か らの分 析 で 、人手 の方 が優 れ て

い たの は 「ノイズ 」 が少 な い点 だ けであ り、 「精 度 」 「漏 れ」 での差 をみ れ ば、 キ ー

ワー ドを1記 事 平均15個 程 度 に絞 っ て も、 自動 抽 出の方 が相対 的 に優 れ てい る とい

う判 断が で きた。 また 、 自動 抽 出が本 来的 に持 っ てい るキ ー ワー ドの付 与量 に対 す る

柔 軟性 、付 与 キ ー ワー ドの均 質性 を併 せ て評価 す れ ば、 その差 は さ らに大 き くなる 、

とい える。

一19一



2.3キ ー ワー ド数 の調 整 と ヒッ ト結果 の 関係 …… … 【テス ト2】

2.3.1テ ス トあ 目的

【テス ト1】 で は、現 行 人手作 業 の約2.5倍 に当 た る1記 事 平均15.2個 の キー ワー

ドを 自動抽 出、人手作 業 に よるサ ー ビス との総体 的 な品質 の差 をみ た。

本 テス トで は、 自動抽 出 キー ワー ドの 「制 限値 」 を変 え る こ とに よって8段 階の キ ー ワ

ー ド抽 出 レベ ル を設 定、1記 事 当 た りの平均 抽 出 キ ー ワー ド数 の変化 が 品質 に与 える影響

を探 る ととも1こ、 人手 に よるキ ー ワー ド付 与 との 関係 を検 証 す るこ とを 目的 と した。

2.3.2テ ス トの方 法

テス トデー タは 【テ ス ト1】 と同 じ93年5月18日 付 「MOR」 サー ビス の170記

事 と1,990の ユ ーザ ー登 録検 索 式 。 キ ー ワー ドの評価 づ け も、 同 じもの を使 った。

本 テス トでは まず 、 【テ ス ト1】 で15に 設定 してい た 「キ ー ワー ド抽 出制 限値」(L)

を1つ ず つ8ま で減 ら しく図2-5>、 それ ぞれ の レベ ルで キ ー ワー ドを抽 出 した。

文字数当 た りの抽 出キー ワー ド数制 限値(L)

エ

ー

ト

ー

16

14

12

10

「　一】一デ
"
影

O
O
O
N

O
O
oo
↑

O
O
qっ
↑

O
O
寸
↑

O
O
N
↑

O
O
O
↑

O
O
oo

O
O
⑩

O
O
寸

O
O
N

O

数字文

8

6

4

2

0

【図2-5】
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次 に この キ ー ワー ドを、 【テス ト1】 で行 っ た評価 づ け デー タに従 って 「必 要」 「関連 」

「不 要」 の3つ に グル ー プ分 け し、 【テ ス ト1】 と同様 に 「Manual」 「Auto」 「Lalge」

「Smal1」 の4グ ル ー プ に くくって検索 を行 い、 ヒッ ト記事 を 「必 須」 「関連 」 「不 要」

「共通」 の4群 に 自動 分類 した。

<【 テ ス ト1】 を行 った後 、本 テス トに当 たっ て検 索処 理 ソ フ トを一 部 を手 直 しした た

め 、両 テス ト間 で ヒ ッ ト記 事数 に若 干 の差 が 生 じた。今 後示 す 数字 は手 直 し後 の もの

で あ り、(L)15段 階 の数字 が 【図2-4】 に示 した もの と一 部 食 い違 っ てい るの は

この ため であ る 〉

2.3.3テ ス トの結 果

(1)キ ー ワー ド群 の 変化 とヒッ ト群 の 関係

キーワー ド抽 出数調整の仕組みは、①企業名、人名、団体名ぽ得点順 に上限35個 まで

② その他 のキーワー ドは 「制限式」 によって導かれる数 を上限 とし、③双方を合わせた中

か ら総合得点の高い順 に最大40個 まで採用す る、というもの。

従 って抽出キーワー ド総数は各記事 に含 まれる企業、人名、団体名の数 と総文字数によ

って変化す ることになるが、実際 に抽出された平均キーワー ド数 は、制限式 内の 「制限値」

に近い数字 になった く表2-1>。

【表2--1】 キー ワー ド制限値 と平 均抽 出数

制限値

抽出数

L15

↓

15.2

L14

↓

15.0

U3

↓

14.4

Ll2

↓

13.7

U1

↓

12.9

LlO

↓

12.1

L9

↓

11.3

L8

↓

10.5

(「L」 はキ ー ワー ド制 限値)

(2)ヒ ッ ト総 量 の変 化

キー ワー ド制 限値(L)を15か ら8ま で1刻 みで減 ら して い くと、抽 出 キ ー ワー ド数 、

総 ヒ ッ ト記事 数 とも、 ほぼ相似 の形 で減 ってい くこ とが わか った。

現行 人 手 の場合 と較べ る と、制 限値15=【 テ ス ト1】=で は ヒ ッ ト記事 総 数 が50%

強増 えたの に対 し、制 限値10で は23%弱 の増加 に と どま り、 制 限値8で は10%強 ま

で下 が る こ とが わ か っ た く図2-一一6>。
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制 限値の 変化 に伴 うヒ ッ ト記事数 の変化 〈(L8)→(L15)〉

増加率(人 との比 、LO8と の比)

160%

150%

140

増

加130

率

120

11

10

L13(14・4)Lt4(15 .O) Ll5(152)

LO8(105) LO9(11.3) LlO(12.1) Ll1(12.9) L12(13.7) Ll3(14.4) Ll4(15.0) Ll5(15.2)

人 との比 110% 116% 123% 128% 137% 143% 149% 150%

LO8と の比 loo% 105% 111% 116% 124% 130% 135% 136%

ヒッ ト記事数

6000

5000

4000

記

事3000

数

2000

1000

LO8(10.5)LO9(113)L10(12.1)L11(12.9)L12(13.7)L13(14.4)L14(15.0)L15(15.2)

LO8(10.5) LO9(ll.3) L10(12.1) L11(12.9) Ll2(13.7) Ll3(14.4) Ll4(15.0) Ll5(15.2)

ヒ ッ ト記

事数
3ブ66 3949 4183 4353 4669 4890 5089 5124

【図2-6】
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(3)「 必須」 「関連」 「不要」群の変化

ヒ ッ ト記事 数 が減 る に従 って 「必須 」 「関連」 「不 要」 「共通 」 の 記事群 はいず れ も漸

減 した。

ヒ ッ ト記事 の実数 でみ る と、減少 カー ブは 「関連」 が最 も大 きい 。制 限値(L)15～

(L)12で は 「関連 」 の方 が 「必須 」 を上 回 ってい るが 、(L)12と(L)11の 間

で 交差 し、(L)11以 下 では逆 転 して 「関連 」 は 「必須 」 を下 回 る 〈表2-2>。

【表2-2】 各群の ヒッ ト記事数の変化

制限値 L15 Ll4 Ll3 Ll2 Ll1 L10 L9 L8

必須

関連

1,015

(100.0)

1,ll7

(100.0)

1,010

(99.5)

1,088

(97.4)

945

(93.1)

1,028

(92.0)

885

(87.2)

917

(82.1)

782

(77.0)

765

(68.5)

736

(72.5)

676

(60.5)

698

(68.8)

590

(52.8)

675

(66.5)

490

(43.9)

不要 259

(100.0)

257

(99.2)

220

(84.9)

192

(74.1)

167

(64.5)

165

(63.7)

143

'(55
.2)

132

(51.0)

〈 カ ッコ内は制 限値(L)15の ヒ ッ ト記 事数 を100と した比率 〉

また、(L)15か ら(L)8ま で の構 成比 の変化 をみ て も、 「関 連」 の減少率 が 最 も

大 き く、次 い で 「不 要」 「必 須」 の順 に なって い るこ とが わか る く図2-7>。

これは 、 「必 須 」 キ ー ワー ドが 制限値 の低 い段 階 で採用 され る比 率 が 高 く、制 限値 が緩

和 され る に従 って 「関連 」 キ ー ワー ドの採用 率が相対 的 に高 ま り、 これが ヒ ッ ト記事 数 に

反 映 され る こ とを物 語 ってい る。
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制限値の変化に伴 うヒッ ト記事群の構成比の変化 く

共通 必須 関連 不要 合計

LO8(10.5) 2469 675 490 132 3766

65.6% 17.9% 13.0% 3.5%

(L)8→ →(L15)〉

構 成 比

4%13%

LO9(IL3) 2518 698 590 143 3949

構成比 63.8% 17.7% 14.9% 3.6%

増加率 ・1.8% 一〇.2% 1.9% 0.1%

L10(12ユ 、) 2606 736 676 165 4183

構成比 62.3% 17.6% 16.2% 3.9%

増加率 一1 .5% 一〇.1% 1.2% 0.3%

L11(12.9) 2639 782 765 167 4353

構成比 60.6% 18.0% 17.6% 3.8%

増加率 一1
.7% 0.4% 1.4% 一〇

.1%

L12(13.7) 2675 885 917 192 4669

構成比 57.3% 19.0% 19.6% 4.1%

増加率 ・3:3% 1.0% 2.1% 0.3%

L13(14.4) 2697 945 1028 220 4890

構成比 55.2% 19.3% 21.0% 4.5%

増加率 ・2.1% 0.4% 1.4% 0.4%

L14(15.0) 2734 1010 1088 257 5089

構成比 53.7% 19.8% 21.4% 5.1%

増加率 一1
.4% 0.5% 0.4% 0.6%

L15(15.2) 2733 1015 1117 259 5124

構成比 53.3% 19.8% 21.8% 5.1%
,

増加率 一〇
.4% 0.0% 0.4% 0.O%

18%

4%15%

18%

16%

18%

4%

18%

18%

4%

20%

19%

4%

210/o

4%

1go/o

21%

5%

20%

5%

22%

20%

65%

63%

62%

60%

57%

56%

54%

53%

【図2-7】
口 共通 ■ 必須 彪 関連 園 不要
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【図2--7】

人 手付 与 キ ー ワー ドに よる ヒッ ト結 果 との比 較 でみ る と、 「必 須」 は平均抽 出 キー ワー

ド数 が減 る に従 って人 手 との差 が狭 ま り、平均11 .3個(L9)付 近 で交差 し、平均10.

5個(L8)で は逆 転 し人手 の方が 上 回 る。

一方
、 自動抽 出の 「不 要」 部分 も、緩 やか な カーブで はあ るが 、 キ ー ワー ド数 とと もに

減少 してい くこ とが わ か る く図2-8>。

以上 の点 か ら、 キ ー ワー ド抽 出制 限値 を変化 させ る こ とに よって、 「関連」 「不 要」 記

事 の抑 制 が一定 程 度 可能 であ る こ とが わか ったが 、キ ー ワー ド抽 出数 が11個 以 下 では 自

動 抽 出の 品質 上 の メ リ ッ トが失 われ る こ と も明 らか にな った。

制限値の変化に伴 う 「必須」 「関連」 「不要」 「共通」各群の ヒッ ト記事数の変化
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LO8(10.5) LO9(11.3) LlO(12」) L11(12.9) Ll2(13.7) LI3U4.4) Ll4(15.0) Ll5(15.2)

Ml 763 714 626 591 555 530 489 488

M2 157 157 156 158 157 160 163 165

M3 22 22 23 23 24 24 25 25

C 2,469 2,518 2,606 2,639 2,675 2,697 2,734 2,733

A1 675 698 736 782 885 945 LOIO 1,015

A2 490 590 676 765 917 1,028 1,088 1,117

A3 132 143 165 167 192 220 257 259

M:人 、A:自 動 、1:必 須 、2:関 連 、3:不 要 、C:共 通

【図2-8】
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(4)「 漏 れ」 の変化

必 要記事 の 「漏 れ」 は、 キ ー ワー ド抽 出数 が減 るの に反 比例 す る形 で増 える。 「必

須」 に限定 して漏 れ の変化 をみ る と、 平均 キー ワー ド15.2(L15)で は488記 事

(自 動 、人 手 を合 わせ た 「必 須 」記事 全 体 に占め る比率 は11.5%)だ っ たが 、 キー ワー

ド12.1レ ベ ル(L10)で は626記 事(同14.8%)、10.5レ ベ ル(L8)で は

763記 事(同18.1%)に 達 す る く図2-9>。

「漏 れ防 止」 の観 点 か らとらえ る と、キ ー ワー ド制限値 の絞 り込 みは 自動抽 出の利 点 を

減殺 す るこ とが わか る。

制限値の変化 に伴 う 「必須記事」の漏れの変化

20.0%

18.0%

16.oo/e

14.0%

12.0%、

ぶ10.0%

哩

8.0%

6.0%

4.0%

2.oo/.'

O.oo/.

LO8 LO9 LlO L11 L12 L13 L14 L15

LO8 LO9 L10 L11 L12 L13 L14 L15

M1 763 714 626 591 555 530 489 488

漏れ率 18.0% 16.9% 14.8% 14.0% 13.1% 12.5% 11.5% 11.5%

Smallの ヒ ッ ト

総 数

4236

【図2-9】
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(5)「L15」 と 「L10」 の 比 較

モデ ルケ ース と して キ ー ワー ド制 限値(L)15と(L)10の 場 合 を比較 して み る と、

お お むね以 下 の ような点 があ げ られ る。

① 人手 と比較 した ヒッ ト記事 数増 加 は 、(L)15で は約50%だ ったが(L)10

で は約23%と 、 ほぼ半 減 したく 図2-10>。

制限 値(L)15と(L)10の サ ンプル比 較

LlO(12.1) 構成比 Ll5(15.2)

40/016%

18% 62%

22%

20%

5%

5396

ヒッ'ト記 事 増 加 率

L8L9

対 火 手110Z1'16X

ヌ寸L810e驚105X

LlO

f23X

111X

LllLl2Ll3L14

128髭13・7×143×1"49X

116×124Xl30Xl35X

Ll5

150X

136X

SOOO

4000

3000

2000

1000

0

團 不要

膠 関連

■ 必須

口 共通

KW制 限 値L8LgLlOLllLl2Ll3Ll4Ll5

平 均KW数10.511.312.112.913、714.415-Ol5.2

【図2-10】
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②(L)10は 全体 と して み る と(L)15の 円が縮 ん だ形 で 、質的 に大 きな変化 は

み られ ないが 、各 部分 の 減少 率 をみ る と 「必須 」約27%、 「関連 」 約40%、 「不

要」 約36%と な ってお り、 「関連 」 部分 と 「ノイズ」 の抑 制 に一定 の効 果が み ら

れ る。

③(L)10に 対 す る(L)15の 膨 らみ部分 を 人手 と重 ね てみ る と、 人手 との 共通

部分 はわず か で、 自動抽 出分 が大 きい こ とが わ か る。 これ は、抽 出 キー ワー ド数 を

増やせ ば増 や す ほ ど、人 手 では と らえ きれ な い部 分 を大 幅 に カバ ーで きるが 、反面

「関連 」 「不 要」 部分 の ヒ ッ ト記事 も増 大 す る こ とを示 してい る 〈図2-11>。

制限値(L)10と(L)15の ヒ ッ ト記 事 数の 関係 く概念 図 〉

[国[=至 コ[=三コ
計3,411一 総 計4,988一 計4,183

計3,411一 総 計5,809-一 計5,133

＼
KLIOL15

対 人 手=22.6%増 対 人 手=50.5%増

ee()内 の 数 字 はL10とLl5の 差

M1の140はM1,M2,M3の 合 計129+9+2=140

Cの129はC1,C2,C3を そ れ ぞ れ 合 計 し た 差(2721+14)一(2581+23+2)=129

【図2-11】
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(6)キ ー ワー ド群 の 変化 とヒ ッ ト記事 との関係

本 テス トで抽 出 され た キー ワー ド群 とヒ ッ ト記 事 との 関係 をみ る と、お お むね 以下 の よ

うな傾 向が わか っ た。

① 「必 須 」 キ ー ワー ドは、 キ ー ワー ド抽 出制 限値 が ユ増 える ご とに30前 後 ず つ増 え

て い くく 図2-12>。

KW数(増 加)の 変 化

60

40

20

0

20

40

60

80

100

L9 L10 L11 L12 L13 L14 L15

口 共通

膠 必須

国 関連

口 不要

【図2-12】
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② 「必 須」 キー ワー ドに よる ヒ ッ ト記 事 数 は、制 限値 が増 える に従 って23-・38→

46…60→65… と右肩 上 が りに増 えて い くく図2-13>。

③ 「関連」 部分 の キ ー ワー ドも、 「必 須 」 の ほぼ倍 に当 た る60～70ず つ増 え、 ヒ

ッ トも 「必 須」 とほぼ 同様 の傾 向 を示 す。

ヒッ ト記事数(増 加)の 変化

L9 L10 Lll Ll2 Ll3 Ll4 Ll5

150

100

50

0

50

[00

150

200

口 共通

囲 必須

閤 関連

口 不要

【図2-13】

一30一



(7)個 別 記事 別 にみ た キ ー ワー ドとヒ ッ トの関係

キー ワー ド制 限値 の調 整 の結 果 が 、採用 キ ー ワー ドとヒ ッ ト記事件 数 に どの よ うな 変

化 を もた ら したか を、 具体 的 なサ ンプル記事 に沿 って検 証 す る と、① 制 限値(L)を8

か ら15ま で1ず つ上 げ てい くと、170記 事 のほ とん どで キ ー ワー ドが1個 ず つ増 え

た② 新 た に付 与 され たキ ー ワー ドが検 索式 内 でNOT演 算 の対 象 とな って ヒ ッ ト件 数 を

減 らす ケ ース もあ るが 、 ほ とん どの 記事 で はキ ー ワー ド増 が ヒ ッ ト増 につ なが った、 な

どの点 が わか り、 さ らに ヒ ッ ト件 数増 と具体 的 なキー ワー ドの関係 が か な りク リア に把

握 で きた。

《例1》 記 事番号11読 売新 聞 コ ラム 「編 集手 帳」

(L)8段 階 で26件 ヒ ッ トしたが 、 これ に関与 したキ ー ワー ドは 「ダイエ ー」

(18件)、 「編集 手帳 」(3件)、 「脱 税」(2件)、 「自民党 」(2件)。1

件 は キ ー ワー ド以外 の新 聞 コー ドに よる ヒ ッ トだ っ た。

(L)9で 「全 国調査 」 が増 え4件 、(L)13で 「所 得税 」 で2件 、(L)1

4で は 「ゴル フ会員 権」 で7件 の ヒ ッ トが 増 えて 、最終 的 には39件 とな った。(L)

8段 階 に較べ れ ば 、1.5倍 の ヒ ッ ト増 に当 た り、 うち26件 、70%近 くが必 須

キー ワー ド(新 聞 コー ドを含 む)で ヒ ッ トしてい た。

「関連」 と評価 づ け された 「全 国調査 」 「ゴル フ会員 権 」 で ヒ ッ トした11件 が 、

要求 に合 った もの か ど うか は、 それ ぞれの ユ ーザ ーの判 断 に よ ろ う。

《例2》 記事 番号22毎 日新 聞社 説 「消費 者PL制 導 入 は年 内 に決着 を」

(L)8段 階 で30件 、(L)9か ら(L)15ま で で31件 の ヒ ッ トが あ り、

ヒ ッ ト件 数 は倍 にな った。 キ ー ワー ドが増 えて い く中 で、 「消費 者保 護 」 「製造 物

責任 」 とい う社 説 のテ ーマ に ぴ った りの必須 キー ワー ドが付 与 され、 いい ヒ ッ トに

つ なが った反面 、 「ゆ と り」 とい う不 要 キー ワー ドが(L)13段 階 で採用 され た

こ とに よって、5件 の ノイズ が発 生 した。

《例3》 記事 番号156日 経流 通 新聞 「開発 トピ ックス」

「液体 手袋 は作業 後 、水 で洗 い流 せ ば よい」 とい う記事 の 「水 」 が(L)12段

階 で採用 され、8件 ヒ ッ トした。登 録検 索 式の 「水 」 は、 ほ とん ど飲 料 水 や環境 問

題 に関連 す る もの で、採用 され たキ ー ワー ドとは意味 す る とこ ろが違 っ てい る。 自

動 索 引 の限界 を示 す例 とい え る。
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《例1》 記事番号11読 売新聞コラム 「編 集手帳」

【OCRで 読 み出 した原 文】

編 集 手 帳=高 額 納 税 者 と脱 税 番 付　 　
「 長 者 番 付 」 の ・ ト ッ プ は 江 副 浩 正 ・ 前 リ ク ル ー ト 会 長 だ っ た 。 ダ イ エ ー へ の

自 社 株 売 却 益 が 主 と い う 。 他 に も パ プ ル 崩 壊 後 の 土 地 ・株 の 鵠}で 番 付 入 り し

た 人 が 目 立 づ 「宴 の あ と 」 の 感 が あ る 。 一 方 で 政 治 家 た ち は ど う か 。 「所 得 税
コ

額 一 千 万 円 超 」 の こ の 番 付 に 名 を 連 ね た の は 全 国 会 議 員 の 一 割 強 、 い く ら 探 し

て も 金 丸 信 ・前 自 民 党 副 総 裁 の 名 は 見 つ か ら な い ・か っ て 番 付 の 聾 は 一 定 以

上 の 所 得 額 だ っ た 。 国 会 議 員 の 所 得 も ほ ぼ 全 員 が 公 示 さ れ て 社 会 的 な チ ェ ッ ク

が で き た の だ が 、 昭 和 五 十 八 年 か ら 所 得 税 額 を 基 準 と す る こ と に な り 、 高 額 納コ 　

税 者 「顕 彰 」 の 色 彩 だ け が 強 ま っ だ そ れ で は と 、 小 紙 が 独 自 に ま と め て い る 「　
脱 税 番 付 」 も 今 年 で 十 年 目 に な っ た 。 前 年 中 に 脱 税 容 疑 で 刑 事 訴 追 さ れ た 事 件ロ コ

を 全 国 調 査 、 一 覧 表 に し て い る ・ 今 回 の そ の ワ ー ス ト ー は ゴ ル フ 会 員 権 乱 売 の　
「ケ ン ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 」 、 法 人 脱 税 額 五 十 七 億 円 は 吏 上 最 悪 記 録 だ 。 そ

　 コ

の 他 、 バ ブ ル 期 の 絵 画 取 引 に 絡 む 脱 税 な ど 、 こ ち ら は 「宴 の 裏 側 」 「虚 業 の ッロ
ケ 」 を 映 ず 各 界 の 「長 者 番 付 」 を 眺 め 、 他 人 様 の 懐 具 台 を あ れ こ れ 推 察 す る よ　 コ
り は 、 幾 分 か 胸 の っ か え が お り る 。 今 年 起 訴 さ れ た 金 丸 被 告 は 次 回 、 来 年 の 「

脱 税 番 付 」 で 上 位 に ラ ン ク さ れ る だ ろ う 。一
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- 一
【各 レベル の採用 キ ーワ ー ドとヒ ッ ト件 数】

　

　

　

ユ
リ

　

　

　エり

ぱ
り

　

　

m

m

ω

m

m

m

m

m

m

m

O

1

3

4

鵬

ハ

ユ

ユ

　
ユ

L

L

L

L

脱税

「編集手帳」

ダイエ

長者番付

高額納税者

ケン ・インターナショナル

自民党

昭和

基準

手帳

全国調査

人

処分

所得税

ゴルフ会員権

小 計26*

4

小計13

合計39

(注)評 価 点1、2、3は 、 そ れぞれ必須 、関連 、不 要KWを 示 す
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キー ワー ドとヒ ッ トの 関係
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《例2》 記事番号22毎 日新聞社説 「消費者PL制 導入は年内に決着 を」

【OCRで 読 み 出 した原文 】

社 説=消 費 者PL制 導 入 は年 内 に 決 着 を
コ ロコ コ

今 月 が 「消 費 者 月 間 」 で あ る こ と は 意 外 に 知 ら れ て い な い 。 四 半 世 紀 前 の 一　
九 六 八 年 五 月 に 、 消 費 者 保 護 の ッ 憲 法 と い わ れ る 「消 費 者 保 護 基 本 塗 」 が 、 自

民 、 社 会 、 公 明 、 民 社 四 党 提 案 で 成 立 、 施 行 さ れ た 。 そ の 後 、 消 費 者 の 手控 を

守 り 、 増 進 さ せ る 意 味 か ら 、 経 済 企 画 庁 が 中 心 に な り 、 五 月 に は 全 国 各 地 で さ

ま ざ ま な 行 事 が 展 開 さ れ て い る 。 今 年 の テ ー マ は 「 く ら し の 安 全 、 心 の エコ

り 」 で 、 先 週 、 東 京 で は 中 央 集 会 が 開 か れ た 。 消 費 者 側 か ら 捉 起 さ れ た 論 点 は
ロ

円 高 差 益 の 還 元 に よ る 内 外 価 格 差 の 是 正 と 「製 造 物 貞 任(プ ロ ダ ク ト ・ ラ イ ア　
ビ リ テ ィ ー=PL)」 制 の 早 期 導 入 の 二 つ だ っ た 。 い ず れ も 消 費 者 禾21.Eesの確 保コ コ

、 権 利 保 護 の 基 本 に な る 主 題 だ 。 皮 肉 を い え ば 、 「生 活 大 国 」 を 目 指 そ う と い

う 日 本 で 、 消 費 者 保 護 が い か に 立 ち 遅 れ て い る か の あ か し で あ る 。 こ の 日 、　
開 会 の あ い さ つ1・立 ・ た 船 田 元 ・謝 暫 長 官 は ・ 差 益 還 元 に つ い て は 強 い

意 欲 を 示 し た も の の 、PL制 導 入 に っ い て は い ま ひ と っ 態 度 が は っ き り し な か　 コ

・ た.昨 年+月 、 同 庁 が 所 管 す るtUix .at:.tE.!:EiLitS92ftiE費者 政 策 部 会 が ・P二 制 導

人 の 一 年 先 送 り を 決 め た こ と も あ っ て 、 ッ 沈 黙 は 塗 を 決 め 込 ん だ の か も し れ な

い 。 し か し 、 消 費 者 の 権 利 と 利 益 を 守 る ッ 生 活 着 官 庁 を 自 任 す る 以 上 、 歯 切コ

れ の い い 発 言 を 聞 き た か っ た 。 残 念 な こ と だ が 、 日 本 は 製 迫 物 責 任 制 の 鉛 で

は 大 き な 後 れ を 取 っ て い る 。 い ま 、 日 本 の 消 費 者 が 置 か れ て い る 立 場 は 、 欠 陥

商 品 で 被 害 を 受 け た 場 命 、 自 らの 手 で 企 業 の 過 失 を 立 証 しな い 限 り損 害 賠 償喜

を と れ な い 状 況 に あ る 。]個 人 が 企 業 相 手 に 訴 訟 を 起 こ す と な る と 、 大 変 な 手

間 と 費 用 が か か る 。 欧 米 な どPL先 進 国 の 場 合 、 国 に よ っ て 差 異 は あ る も のコ

の 、 消 費 者 は 無 過 失 貴 任 を 企 業 に 問 う こ と が で き る 。 っ ま り 、 消 費 者 が 過 失 を

立 証 す る こ と な く 企 業 の 責 任 を 問 い 、 賠 償 を 求 め る こ と が で き る わ け だ 。[皇

民 生 活 審 議 会 が こ の 問 題 と 取 り 組 み 始 め た の は 、 七 五 年 に 民 法 学 者 の 我 妻 栄 氏

ら が 「製 蔵 物 責 任 法 要 綱 試 案 」 を 提 出 し た 時 か ら だ か ら 、 ざ っ と 十 八 年 前 に な

る 。 こ の 間 、 自 動 車 、 家 電 、 製 薬 業 な ど 消 費 財 メ ー カ ー の 反 対 に 遭 い 、 何 度 も

議 論 が 中 断 し た り 、 棚 上 げ さ れ る な ど 経 緯 を 経 て 、 令 日 に 至 っ て い る 。 政 府

は 昨 年 十 二 月 の 消 費 者 保 護 会 議(会 長 ・宮 沢 喜 一 首 相)そ し て 今 年 一 月 の 宣エフ 　
首 相 の 施 政 方 針 演 説 の 中 で 消 費 者 被 害 の 救 済 策 に っ い て 「年 内 に 讐 法 立 法 に　
つ い て 結 論 を 出 す 」 と 公 約 し て い る 。 通 産 省 所 管 の 各 業 界 団 体 は 、 今 春 以 降 繰

り 返 し 勉 強 会 を 開 い て 対 応 策 の 詰 め を 急 い で い る が 、 な お 消 極 論 が 多 く 、 予 断

を 許 さ な い 。PL伝 制 定 は 、 消 費 者 保 護 基 本 法 の 考 え 方 か ら い っ て 当 然 の 道コ

筋 で あ る 。 ッ 乱 訴 社 会 と い わ れ る ア メ リ カ で は 、 訴 訟 多 発 で 産 業 界 が 悲 鳴 を あ

げ 、 国 内 の 生 産 活 動 に 支 障 を き た し て い る と も 伝 え ら れ て い る 。 だ が 、 日 本

が 独 自 の 知 恵 を 出 す 方 法 は あ る は ず だ 。 企 業 の 賠 償 限 度 額 を 決 め る と か 、 商 品

開 発 時 点 で 予 期 で き な か っ た 技 術 的 問 題 に つ い て は ・ 一 定 の 範 囲 で 責 任 を 免 除

す る と い った 弾 力 的 な対 応 策 もあ り う る。 現 に⊂(EC－)加 盟 国 の 中

で は 、 国 伯 に 応 じ て 工 夫 を こ ら し ・P-L法 を 制 定 し て い る ・ 消 費 者 月 間 を 機

に 、tい さ さ か 盛 り 上 が り に 如 ナ るPユ 言臓 を 活 性 化 さ せ ・ 年 内 決 着 を 実 現 さ せ

た い 。
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【各 レベ ルの採 用 キー ワー ドと ヒッ ト件数 】

KW制 限 採 用 キー ワー ド 評イ面点 ヒ ッ ト件 数
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LO8

社説」
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4
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LO87肖 費 者ll
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L13ゆ と り35
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小 口31

15KW合 計61

(注)評 価 点1、2、3は それ ぞ れ必須 、 関連 、不 要KWを 示 す
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《例3》 記事番号156日 経流通新聞 「開発 トピックス」

【OCRで 読 み出 した原文 】

開 発 ト ピ ッ ク ス=富 士 製 薬 の 液 体 手 袋 「 ノ ン グ ロ ー ブ 」 手 に 塗 り 乾 燥 、 汚 れ 防　 　 ロココロ コ
ぐ細 か い 手 作 業 もOK

ペ ン キ 塗 り な ど 汚 れ 作 業 を す る 前 に 手 の ひ ら に 擦 り 込 み 、 一 分 程 度 、 自 然 乾
一 品

燥 さ せ て 透 明 な 薄 い 被 膜 を 作 っ て お く。 す る と 石 油 製 品 系 統 の 汚 れ か ら守 る こ
田田 　 の

と が で き る 製 品 「 ノ ン グ ロ ー ブ 」 が 好 評 た 。 富 士 製 薬(東 京 ・ 目 黒 、 清 水 礼 子
一 口ロ

社 長)が 九 二 年 六 月 か ら 発 売 し て い る が 、 家 庭 向 け は 三 ± 、T篇 入 り 九 百 円(
コ

税 別)で 、 約 四 十 回 使 用 で き る 。 手 袋 を は め る と 微 妙 な 指 先 で の 作 業 が や り

に く い が 、 「 ノ ン グ ロ ー ブ 」 は ロ ー シ ョ ン タ イ プ の 液 体 を 塗 る た け で 済 む 。 界
　

面 活 性 剤 な ど の 働 き で 手 に 汚 れ を っ け な い 仕 組 み だ 。 使 用 後 は 水 で 洗 い 流 せ ば
ロ　　ロ 白田

よ い 。 「ノ ン グ ロ ー ブ 」 は 石 油 化 学 製 品 に は 反 応 し な い た め 溶 け ず 、 水 に 溶　 コ ロ
け る 特 徴 を 持 つ 界 面 活 性 剤 の 働 き を 取 り 入 れ て い る 。 工 場 な ど で は 研 磨 剤 入 り

の 工 業 用 せ っ け ん で 汚 れ を 落 と す ケ ー ス も 少 な く な い が 、 液 体 手 袋 は そ も そ も
　

手 を 汚 さ な い 、 と い う 発 想 に よ っ て 開 発 さ れ た 。 米 国 の あ る 化 学 メ ー カ ー が 販
コ ロ　　

売 し て い た 同 類 製 品 に 、 羽 根 田 武 邦 取 締 役 が 着 目 し た の が き っ か け 。 早 速 メ 一一
カ 一 側 と 直 接 交 渉 し 、 共 同 開 発 を 開 始 し た の は 発 売 の 一 年 ほ ど 前 の こ と 。 以

前 か ら あ る 他 社 の 同 類 製 品 に っ い て 、 羽 根 田 氏 は 「効 果 の 持 続 時 間 が 限 ら れ たロ

り 、 完 全 に 乾 燥 せ ず に 使 用 中 に ベ トつ く 製 品 も あ っ た 。 滑 り や す い と 作 業 す るロ コ

上 で 危 険 な た め 、 改 善 し よ う と 考 え た 」 と 話 す 。 そ こ で 製 品 の 差 別 化 を 図 る
コ

た め 、 技 術 ス.タ ッ フ の 畑 井 政 信 氏 は 「主 成 分 の 界 面 活 性 剤 の 種 類 は 豊 富 に あ る

。 そ の 中 か ら 何 と 何 を 選 択 し て 組 み 合 わ せ る か 、 徹 底 的 に 検 討 し た 。 そ れ ら を

ど の よ う な 比 率 で 混 ぜ 合 わ せ る か に つ い て も 実 験 を 重 ね 、 二 十 回 ほ ど 試 作 を 繰

り返 し な が ら 追 求 し た 」 と 、 振 り返 る 。 製 品 検 査 を す る と 、 少 な く と も+五
　

時 間 の 持 続 効 果 が あ る こ と が わ か っ た 。.ま た ペ ー ス ト 状 や ク リ ー ム 状 に せ ず 、

ロ ー シ ョ ン タ イ プ に し た の は 乾 燥 し や す く ベ ト ベ ト し た 使 用 感 を な く す た め だ
コ

っ た 。 使 用 に あ た っ て の 肌 の 安 全 性 に つ い て は 大 学 の 研 究 室 に 依 頼 し て 確 認 し

た 。 も と も と 、 や や 刺 激 性 が あ る に お い 対 策 と し て 、 「ア フ タ シ ェ ー ビ ン グ ロ

ー シ ョ ン に 似 た 香 り 」(羽 根 田 氏)で マ ス キ ン グ し 、 液 体 の 色 は 清 潔 感 を 表 現

す る た め フ ル ー を 選 ん だ 。 商 品 名 は 手 袋(グ ロ ー ブ)が 不 要 で 汚 れ 作 業 が で き　 コ
る と い う 意 昧 か ら 「 ノ ン グ ロ1ブ 」 と つ け た 。 全 国 の ホ ー ム セ ン タ ー な ど で

販 売 し て お り 、 日 曜 大 工 、 換 気 扇 や ガ ス レ ン ジ な ど の 掃 除 や ペ ン キ 塗 り 、 ワ ッ

ク ス が け な ど の 際 に よ く 使 わ れ て い る 。 業 務 用 に は 五 百 、 、r居 入 り が あ り 、

機 械 工 具 を 扱 う 商 社 を 通 じ て 販 売 し て い る 。 「 当 初 は 年 間 で 千 二 百 壇 の 販 売

を 見 込 ん で い た が 、 三 千 沼 売 れ る 見 通 し に な っ た 」 と い う 羽 根 田 氏 は 、 今 後 の

展 開 に っ い て 、 「一 般 家 庭 に 一 本 備 え る の が 常 識 に な る よ う コ ン ビ ニ エ ン ス ス

ト ア に も 普 及 さ せ た い 。 業 務 用 は3K対 策 に 向 け て 展 開 を 強 化 し て い き た い 」

と 語 っ て い る 。
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【各 レベルの採 用 キ ー ワー ドとヒ ッ ト件 数】
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2.4作 業効 率化 への寄 与

2.4.1効 率 化 の測 定

本調査のキーワー ド自動抽出方式が作業効率向上に寄与する度合 いは、以下の方法 で測

定 した。

①現行作業の分析

②キーワー ド付与関係作業の占める割合の測定

③ 自動抽出にともない新たに発生する作業量の測定

④品質確保のために要する補完作業量の測定

⑤総合判定

2.4.2測 定 の 結 果

(1)現 行作業の分析

EL社 の 「MOR」 お よび デ ー タベ ース構 築作 業 は、 「前 処 理」 「入力処 理」 「後

処 理 」 の3ブ ロ ック に分 け られ る。

前処 理 は、採録 す る記事 の 選択 と記 事 イメー ジの切 り出 し範 囲 を指 定す る 「マ ー キ

ング」 、 キー ワー ド、分類 、書 誌事 項 、見 出 しづ け をす る 「イ ンデ ィク シ ング」 。 入

力作 業 は、 キ ー ワー ド、見 出 し、 書誌 デー タな どの 「文 字 入力 」 と、イ メー ジ を入 力

し記事 単位 に切 り出す 「イ メー ジ入力 」 。後処 理 は主 と して入 力 文字 の校 正 、 「MO

R」 作 業 の点検 ・修 正 ・追加 に大 別 で きる く図2-14>。

現行の作業分担
1

前処理 入力処理 後処理

◇ マ ー キ ング ◇文字入力 ◇校正

◇ インデ ィクシング ◇ イメー ジ入 力 ◇MOR点 検

【図2-14】
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作 業 の流 れ は、基 本的 にはマ ー キ ングー イ ンデ ィク シ ング→ 文 字/イ メー ジ入カ ー・

校 正/KW修 正 とい う順 序 にな るが 、現実 の作 業 はほ ぼ並 列 状 態 で進 む。特 に 「MO

R」 作 業 で は時 間の制 約 か ら、マ ーキ ング、 イ ンデ ィク シ ング、 文字 入力担 当 者 間で

相 互応 援 が行 わ れ、常 時 ピーク状 態が保 たれ てい る。

「MOR」 作 業 の進 行パ ター ン

マ ー キ ン グ`

イ ンデ ィク シ ン グ`

文字入力

イメージ

校 正

1回㎜`一`一`薗

`IIMIIl国 頭 西1画 輌 一

【図2-15】

(2)キ ーワー ド付与関係作業の占める割合 の測定

上述の ように、現実 には相互応援で作業 をこな しているため、キーワー ド付与 に関

する作業が占める割合 は、作業 にかかっている人数 と実働時間を個 別に測定 して集計、

全体の実作業時間 との比率をみた。

この結果、イ ンデ ィクシング と入力 を合わせた作 業が全体 に占める割合は、40～

50%程 度 と想定 された。

(3)自 動抽出にともない新 たに発生する作業量の測定

自動抽出方式 によって新 たに発生する作業は、 「OCRの レイアウ ト補正」である。

新聞紙面 は複雑 な記事の流 し方や レイアウ トが多いほか、見 出 しと写真 との組み合わ

せや段 間のスペースのふぞろいなど、OCRの 自動読 み取 りに とっての泣 き所が多い。

OCRが 解析で きなかった り、読み方の順序 を間違 えた部分を人手で直 してやる作業

である。

OCRの レイアウ ト補正 オペ レーシ ョンの改善テス トを行 った結果、1記 事 を1分

以内で処理で きる見通 しがつ き、作業量 は現行作業量全体の10～20%前 後 にあた

ると推定 された。
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(4)品 質確保 のために要す る補完作業量の測定

自動抽 出 に と もな い、 キ ー ワー ド辞 書の メ ンテ ナ ンスの 強化 な ど、補 完作 業 が必 要

に なる。本調査 で は、既 述 の 品質 テス ト結 果 を前提 に、原 則 と して辞書 の メ ンテ ナ ン

ス以外 に大 きな負 担 に なる新 た な作 業 は発 生 しな い、 と仮 定 した。 ・

この結 果 、補完作 業 に要す る作 業 は 、全体 の5～6%と 想定 された。

(5)総 合判定

以上の結果に、作業の流れの変化 による影響 、作業改善の見通 しなどを加 え総合的

に判断 した結果、現行作業 に比べ20～30%の 作業効率化が期待で きると想定 され

た。

2.4.3測 定 の 限界

キーワー ド自動抽出システム導入が もたらす作 業の効率化の度合いは、品質上の許容限

度、システムの構成 、システム各パ ーツの性能 と精度、人手の関与の範囲、作業手順の設

定 など多 くの要素 に左右 される。

本調査では、 これ らの細部 にわたる検討は不可能だった。従 って、上にあげた数字 はあ

くまで も計算上の 「想定値」に とどまる。
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3.成 果 と今 後 の課題





3.1成 果

本調査研究の直接的 な成果は①すでに商品化 されているOCRと 日本語処理 ソ フ トを組

み合わせ、 これに独 自の修正お よび絞 り込み方式 を加味することに よって、効率が良 く、

かつ精度の高い印刷物 を対象 としたキーワー ド自動抽出 システム を構築で きる② 一定の作

業効率化が見込め、現行の人手 によるデータベース構築の硬直性 をやわ らげるこ とがで き

る③ 新システムを採用す る場合、現行の商用サービスの激変を避 けなが ら緩やか な移行が

可能である、 との展望 を持ち得 たことである。これ らの展望 を発展 させ、印刷物 を素材 と

したイメージデータベ ース構築 のす そ野の拡大に資す ることがで きれば、 さらに大 きな成

果 とな りえよう。

3.1.1精 度 ・効 率 の 良い キー ワー ド自動抽 出 シス テ ムへ の展 望

本調査研 究で行 った二つのテス トの結果のポイン トは、概 ね以下の諸点 に要約で きる。

① す で に商品化 され て い るOCR、INDEXERと 既存 の各 種 辞書 をベ ース に、一定

の補正 機 能 と絞 り込 み ル ール を付 加 す るこ とに よ って、1記 事平 均8～15個 前 後 に

絞 った キー ワー ドの 自動抽 出が可 能 であ る。

②1記 事12個 以上 の キー ワー ドを抽 出す れ ば、EL社 が現 に商 用 サ ー ビス して い る人

手付 与 に よるキ ー ワー ドと比 較 して も質的 に劣 らず 、付 与量 、均 質性 な どを加味 す れ

ば、 よ り優 れ た結 果 が得 られ る と判 断で きる。

③ これ らの キー ワー ドを使 っ た検 索結 果 も、商 用 サ ー ビス と比 較 してそ ん色 が ない。

④ キ ー ワー ド絞 り込 みの ル ール を操作 す る こ とに よって 、 キ ー ワー ド、検 索 結 果双 方 で

一 定 の質
、量 の調 整 が で きる。

⑤OCR、INDEXERな ど既 存 ツ ールの改 良 をは じめ と して 、各種 シス テ ム辞 書 の

整備 ・開発 、 キ ー ワー ドの絞 り込 みル ール ・修 正機 能 の改 善 な ど、 品質 と処 理 ス ピー

ドにかか わ る今 後 の 開発 、改 善 、工夫 の余 地が 多 々 あ り、 その成 果 は いず れ も今 回 の

テス ト結 果 に上積 み され る。

現在 、 わが 国で商 用 サ ー ビス され てい る新聞 、雑 誌 記事 な どの テ キス ト ・デ ー タベ ース

で は、 コ ンピュー タ編 集 の文字 デ ー タか らキ ー ワー ドを 自動抽 出す る 「フ リー ターム方 式 」

が 主流 であ る。 これ らの デ ー タベ ースで は、1記 事 当 た り数十 か ら百 を超 える キ ー ワー ド

が付 与 され てい る。 文 中 の名 詞 の大部 分 をキ ー ワー ドとす るため 、網 ら性 で は優 れて い る

が 、精度 の 高 い検 索 をす る ため に は相 当の熟練 が 要 求 され、膨 大 なキ ー ワー ドに よる シス

テ ムへ の負 荷 が大 きい 、 な どの問題 が あ る。
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一方
、EL社 の商用 サ ー ビス ・デ ー タベ ース は、 主題 に絞 った キ ー ワー ドを人手 で付 与

してい る ため、 キー ワー ドは1記 事 平 均10個 未満 に と どま ってい る。索 引者 の判 断 が は

い るた め、不 要 なキ ー ワー ドが 混入 す る余 地 は少 な く、 「MOR」 や 「SDI」 の ような

自動 出力 サ ー ビスで は優 れ てい るが、 キ ー ワー ドの絶対 数 、均 質性 、構 築 コ ス トな どの 点

で問 題 が残 ってい る。

本 調 査 で は、双方 の利 点 を活 か し、弱点 をカバ ーで きる シス テ ム の可能性 を追 求 した。

上 記 の結 論 を総合 す る と、比 較 的少 量 の キー ワー ドで 、実用 可 能 な精度 を持 つ キ ー ワー

ド自動抽 出 シス テ ム構築 へ の展 望 を得 る こ とが で きた。

3.1.2作 業 の効 率化 と省 力 効 果 の確 認

デー タベース構築にとって最大の問題点は、構築 に高い コス トを要す る点である。本調

査 では、 自動抽 出が品質 に与 える影響 を分析す るとともに、作業の効率化 にどの程度寄与

す るかを探 った。

その結果、やや不確定 な要素はあ るものの、直接的な効果だけで20～30%の 効率化

と省力効果が見込 まれた。

これは、現在の作業量 を前提 と した ものであ り、作業量が増 えるに従 って省力効果 も拡

大 してい くことが想定 される。

3.1.3現 実的 な導入 の可 能性確 認

EL社 の場合 、88年1月 の 「MOR」 開始 か ら足掛 け7年 にわ たっ て商 用サ ー ビス を

続 けて お り、94年2月 末現 在 で約1,500余 のユ ーザ ー に1日4～5万 記事 をサ ー ビス

してい る。

また、ユ ー ザ ーが あ らか じめ検 索 式 を登 録 、 これ に ヒ ッ トした記 事 を直接 フ ァクシ ミ リ

で送信 す る 「MOR」 「SDI」 サ ー ビス をお こな ってい る。 これ らのサ ー ビス は、端 末

で検 索 し、必要 な記事 を選 択 す る対 話 型 のデ ー タベ ース と違 い 、ユ ーザ ー に事 前 チ ェ ック

の機 会 が少 ない。

これ らの事 情 か ら、検 索 方法 や ヒ ッ ト量 に極端 な変化 を もた らす 制作 工程 の 変更 は現 実

的 で は ない。

【テ ス ト2】 の結 果 は、新 たな方式 を導 入す る際 、 デ ー タ処 理 の連続 性 を維 持 しなが ら

サ ー ビス 面 で も激 変 を避 け、 なだ らか に移行 す る方法 を探 る手 がか りが 得 られた 、 と評価

され る。
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3.2課 題 と展 望

本調査研究の実用化 に当たっては今後、品質 と入力作業 ・システムの両面か らの詰めが

必要 になる。品質面で は① 「漏れ」 「ノイズ」な どの対 策② キーワー ド抽出ロジ ック と各

種辞書の改良③ よ り適切なキー ワー ド抽出数の設定 など、入力作業 ・システム面か らは①

投資効果の精査②効 率的な作業の流 れの構築③OCR、INDEXERの 機能改善 と補完

機能の開発、などが主 な課題 となろう。

3.2.1品 質 向 上 対 策

本 調査 で は、 自動抽 出 に よる必 須 キ ー ワー ドの漏 れ ば、1記 事 平均15.2個 の キ ー ワ

ー ド抽 出の ケ ース で17%程 度 だ った
。現行 人手作 業 の39%に 較べ れば か な り低 い 数 字

だが、 内容 を分析 す る と 「環境 保護 」 「調 査結 果」 な ど文 中 にない重要 なキ ー ワー ドの 漏

れが 目立 った。 人手作 業 の利 点 を 自動抽 出 に も反映 させ る工夫 が必 要 となる。

また、辞 書 にない語(新 出 キー ワー ド)は 、人 のチ ェ ック に頼 ら ざるを えず 、 い か に早

く必 要 な新 出 キー ワー ドを付与 す るかが 、大 きなポ イ ン トにな る。

一 方
、 人手作 業 で は ほ とん どなか っ たノイズ が、 自動抽 出で は全体 の11%程 度 発 生 し

た。 この うち、OCRの 誤 読 に よる ものは、活 字 の フ ォ ン ト登録 に よって防 ぐこ とが期 待

で きる。

また、 「重 みづ け」 を中心 とす る独 自の絞 り込 み ル ール は、 かな りの効果 をあ げ る こ と

が確 認 され た。 ま た、 「キー ワー ド抽 出制 限値 」 を変 え、抽 出数 を変化 させ る と一定 の傾

向 を もって 品質 に影 響 が 現 わ れ る こ とが実 証 され た。

抽 出の上 限 を さ らにあ げ てみ るな どの追加 テ ス トを重 ね る こ とによっ て、相対 的 に優 れ

た品質 を得 るた めの 、 よ り適切 な抽 出数 の レベ ル を探 る必 要が あ る。

検 索 式 をあ らか じめ登録 してお き、 ヒ ッ トした記事 を 自動 配信 す る 「MOR」 「SDI」

と、対 話 型 のデ ー タベ ース検 索 の よ うに、異 な ったサ ー ビス に対 応 す るキ ー ワー ド抽 出 の

あ り方 も検 討 の対 象 とな ろ う。
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3.2.2シ ス テ ム 化 へ の 課 題

具体 的 な システ ム を設計 す る場合 、最 も問題 にな るの は作 業効 率 ア ップ に よる コス ト軽

減 とシステ ム構 築 に要す る投 資 の比較 検 討 であ る。

本 調査 で は、 キー ワー ド付 与 の 自動 化 に よる省力 効果 は現 行 人手作 業20～30%、 と

の推定 結 果 が得 られ た。 これが シス テ ム導 入 に見 合 うの か 、 よ り効 果 的 な作 業 の流 れ を ど

う組 み立 て るか、 が ポイ ン トとな ろ う。

品質 だ けで な く、作 業効 率 に も影響 を与 え るOCRの レイ ア ウ ト補 正 、 キー ワー ド候補

切 り出 し機 能の改 善や 、補完 機 能の 開発 な どもまた見逃 せ ない課 題 とな る。

3.2.3実 用化 か ら汎用 シス テム へ

『デ ー タベ ース 白書1993』 は、92年 の 日本 の デー タベ ース の動 向 を分析 す る中 で、

新 聞 や雑誌 記事 の イ メー ジデ ー タベ ース ・サ ー ビスが伸 び て い る こ とを指摘 し、 「デ ー タ

ベ ー ス ・サ ー ビス もようや く、 出版 物 に近 い表現力 を身 に付 け て きた とい える」 と述べ て

い る。

マ ルチ メデ ィアや オ ンライ ン ・ジ ャー ナ ル時代 の到来 が脚 光 を浴 び る一 方 、成 熟 した情

報伝 達 媒体 であ る印刷 物 を素材 とす る イ メー ジ ・デー タベ ース の構 築 は緒 につ いた ばか り

であ る。

本 調査研 究 の本 来 の課題 は、 イメ ー ジ ・デ ー タベ ース構 築の ノ ウハ ウを開 発 ・改 良 す る

こ とに よって、今後 もなお相 当長 期 にわ た って有 効性 を発 揮 し続 ける であ ろ う印刷 物 の分

野 の デ ー タベ ースのす そ野 の拡大 に資 す る こ とにあ る。 その 意味 で は 、今 回の調査 研 究 は

「小 さな一歩 」 にす ぎない。

こ こでで得 られた成 果 を、具 体 的 な シス テ ム化 につ なげ、 さ らに汎 用 的 な システ ムへ と

発 展 させ る こ とが 究極 の課題 とい え よ う。
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4.lELNETの サ ー ビス 概 要

約350万 件 もの新 聞 ・雑 誌 記事 か らパ ソ コンな どで必 要 な記事 を探 し、 フ ァク シ ミリに記事

原文(見 出 し ・写真 ・図表 もそ の ま ま)を 出力 す る画 期 的 な デー タベ ー スサ ー ビス であ る。

①ELNE`Tの ア ウ トプ ッ ト

● 記 事 デ ー タ ー 覧

(パソコン又は ファクシミリで出 力)

キーワードをもとに選び出した「記事データリスト」。

必要な情報をすぐに発見できます。各新聞のとり

あげ方や関連記事の掲載頻度などにより、記事の

重要度 も把握できますも

93年04月15日18:3S【4456竺319p}[No.1]
道で越.冬中のオオワシ 捨てられた魚がエサ43%"完 全自活'わ ずか11%ロ シア研究者が調査

隅完売新聞93年04弓14日 夕刊.!3面

■ELNEＴ ■

^野生動物間違記事
」

北海道で越冬中のオオワシ

雛鱗纐
纈

コ

ド

ン

膨
㌢

写
ソ
'

陽

ノ
「"

捨
タ
Z
〃

、

ル トロ湖畔で越冬す
るオオワシ(今E3
月、小浜誓記者撮影)

北醐 縣 町・シラ▲ゑ掃墨

9"tt'0493年04月15日18=38【4456☆1/19p】
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ど
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国
境
庁
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由
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.
開

オ
オ
ワ
シ
は
翼
長
二
尉
余
に

は
わ
が
国
最
大
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鳥
顕
。

な
り
、
タ
カ
や
ワ
シ
の
⇔
間
で

に
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
羊
画
や

ロブコフ博=ヒ

掌 れ 本
島 て で

仁 ユーザー略 号
配信番号!

い
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、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
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ロ
ノ
ツ
キ
i
野
生
生

田
区
主
任
研
究
員
の
ロ
ブ

オ
オ
ワ
シ
に
つ
い
て
は
、
日

べ
　.・は
、
約
二
手
羽
前
後
が
日

本
に
飛
粟
、
ロ
シ
ア
極
頁
地
区

極
東
北
郎
地
戚
だ
け
に

‥絶
滅
危
慎

(き
ぐ
)
穐
」
で
、
日
本

と
ロ
シ

.

ら
れ
て
い.な
か
っ
た
が
、

ロ
シ
ア
の
エ

ワ
シ
研
究
者
、
エ
フ
ゲ
ニ
ー
・
ロ
ブ
コ
フ
博
士
の
調
畜
で
、
北
海
道
で
越
冬

中
の
オ
オ
ワ
シ
の
生
態
が
明
・累

に
な
っ句

膚
や
河
川
で
,日
済

す
る
も
の
は
少
な
く
、

田
冬
巾
は
主
に
、
頑
師
が
氷
上
に
捨
て
た
魚
を
食
べ
る
な
ど
ヘ

オ
オ
ワ
シ
も
中
外
に
人
間
に
寄
り
添
っ
た
ま
琴
)し
て
い
る
,.

対象ファイル

〔]検索年月日

ファイル名

ロレン.ジ

[〕検索黄

口出力形式
口出力総数

[No.]

検索 日

営業部 管}里諌殴

■ELNET■

「野生動↑句間i裏:己事」

93年04月15日

1跳 サーピスフ㌦ －
SIl9658序 北渇違+ロ シア

S2468件 野生?

S315件S1亨S2

FAX/ONLINES3/B/ALL

記事データ15件 記事原文

検 索キーワード

野生動物関連記事
17枚(注)原 文ベージは'B'指 定の為出力されません

ヒット件数

て.越冬中のオオワ.シ 捨てられた魚がエサ43%"完 全自活"hず か11%ロ シア研究者が調査

売新聞93年04月14日 夕刊◇13面 見出し5段 写囲

えさ1博 士;ワ シ1調 査1野 生鳥獣調査:調 査結果;北 海道1ロ シア 〔生態:オ オワシ;越 冬;ロ ブコフ,エ フゲニー]

〔470}93041400297

2● 環境庁 ・R水省

◎日本経済新聞

紙誌名/発行日他

3● 街ひと冬

◎読売新聞

↑
自然保護アピール 餌路湿原モデルに保全
93年03月18日 朝刊◇34面 見出し4段 写

自然保護;生 態系=野 生空筒:環 境庁;R水 省;北'8道 〔釧路湿原〕

〈550}(460)93031800686喝 一ーーーーー一,

オ一息1上)=獣 医の愛そそぐ
93年02月23B朝 刊◇27面 見出し3段 写

野生動物救護獣医師協会;「 街ひと冬」]

.{510)(470){連 載}93022300297

背中の矢痛マしく/苫 小牧 油まみれの水鳥救いの手
93年02月04日 朝刊◇31面 見出し3段 写

捜査:貨 物船1汚 染:演 出油;被 害1

野生動特救護獣医師協会;石 神井州]

(470}93020400176

湿原火災 原因はタバコの投げ捨て

70巻51号p.2792年12月Ol口 写
マナー;た はこ乙観光客1火 災;特 別天然記念物;生 態

北海道:鯛 路市 〔「東西南北」1ラ ムサール条約1
(560)92120900007

北海道の大自然野生動特を紹介

92年11月27日 夕刊◇13面

テレビ放送=テ レビ番組;野
0

コ

キーワード

iアクセ ッシ ョン番 号1皐

重油:ボ ランティア;治 療;流 出油;獣 医:船 舶事故;野 生動物1動 物保護;水 鳥;北 海逼[苫 小牧港1

4● 石神井川手負いガモ

◎朝日新聞

5● 東西南北=鯛 路

◎エコノミス ト

6● 日本テレビ系

◎読売新田

記事見 出し

救出1動 物保護;カ モ:水 鳥;鳥K保 護法=北 海道:東 京1苫 小牧市1仮 橋区[弓 矢;

な
さ
る
二
月
末
か
ら
、
根
室
市

の
田
富
廟
砕
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク

沿
岸
の
稚
内
市
に
か
け
て
の
地

域
で
、
計
七
百
七
十
九
羽
の
オ

オ
ワ
シ
を
確
認
。
こ
れ
ら
の
地

域
で
は
漁
を
し
た
後
、
商
品
価

値
が
な
い
魚
は
そ
の
場
に
捨
て

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
い
わ
ば

。廃
東
物
'
を
主
に
エ
サ
に
し

て
い
る
オ
オ
ワ
シ
は
全
体
の
四

三
%
⊃一部

を
馳
獲
物
に
頒
っ
て
い

る
オ
オ
ワ
・ン
も
含
め
る
と
九
剛

環
と
し
て
行
わ
れ
、今
月
七
日、一

コ
フ
博
士
は
、
特
定
の
オ
オ
ワ

シ
を
一
羽
一羽
識
別
し
た
う
え

で
、
そ
れ
を
一
日
中
追
跡
す
る

と
い
う
方
法
で
、
生
態
に
迫
っ

↑」
、
日
日
渡
り
馬
標
頂
条
約
に

知
影
諦
酬
野
生
の
王
者
も
人
に
添
う

"完
全
自
活

"わ
ず
か
H
%

近
く
に
適
し
、
海
や
河
川
で
自

力
で
捕
獲
し
た
エ
サ
だ

け
で
生

壁

Q
オ
オ
ワ
シ
は
わ
ず
か
一

…
%
,-

同
博
士
ほ
「カ
ム
チ
ャ
ツ
カ

半
島
で
は
、
工
婁

入
間
に
頼

る
オ
オ
ワ
シ
は
全
く
見

ら
れ

ず
、
両
国
の
食
生
活
に
大
き

な
落
差
が
あ
る
」
と
指
摘
す

る
.、ま

た
、
羅
臼

(・2
ノす
)
地

六
ゾ
し
か
エ
サ

と
を
砲
認
。

さ
ら
に
他
の
鳥

し
た
エ
サ
の
略

の
成
功
率
は
杓

い
る
、
な
ど
ユ

も
明
ら
が
に
な

倉 記 事 原 文(フ ァクシミリで出か

写真や図表、グラフ、データなども切り抜き

と同じ「記事原文」だから一目瞭然。臨場

感あふれる資料収集に威力を発揮しまポ

※ELNETの 出力を著作権 者に無断で複製・印刷することはできません。
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②ELNETの 対象 新 聞 ・雑誌

新 聞45紙 、雑 誌、120誌 以 上 を対 象 に1988年1月1日 以降 の350万 件(う ち新 聞約340万 件 、

雑 誌約10万 件)の 記事 をELNET採 録 基準 に沿 って採録 してい る。新 聞 の うち 、地 方紙 につ い

て はそ の地 方 の主要記 事 、雑 誌 につ い て は記 事原 文 提供 可 能 な記事 を中心 に採 録 してい る。

新聞 紙

灘駕謙譲轡畿畿鷲驚無

:難論凝無難無難 霧　藪i
i:漁熟 睡 嬉 熟 熟 尊蔑頴 黍鱗 麺 鷺鍵i望饗覧:㌻
・_ 、___ぽ_繊 后 ふ二☆ 亘ム 三 三漏 ぴ㌫㌫ パ 譲 … ぴい こ 渓 ・ば ∫ド〉鷺 蒸

朝日新聞(大阪本社)

読売新聞(大阪本社)

毎日新聞(大阪本社)

原子力産業新聞

食 品新聞

山形新聞

福 島民友

下野新聞

上毛新聞

神奈川新聞

山梨 日日新聞

静岡新聞

信濃毎 日新聞

北国新聞

富山新聞

京都新聞

南 日本新聞

日刊スポーツ

雑露

諾

AERA

サンデー毎日

週刊朝 日

週刊時事

週刊読売

時事解説

世界週報

THISIS読 売

選択

地方行政

エコノミスト

週 刊 金融 財政事 情

税 協

CREDITAGE

FinancialAdviser

近 代 セール ス

金 融 ジ ヤーナル

金 融 ビジ ネ ス

月 刊消 費者信 用

興 銀 調査

今 月 の 問題点

埼玉県経済メモ(あさひ銀総研)

たくぎん調査

中小公庫月報

長銀レポー ト

調査(開銀)

調査(三菱)

IBJ経 済 ・産業 の動 き 日本 銀 行 月報

HOK㎝)経1繍査昧一ト(北都銀)調 査 月報(あ さ ひ銀)

エ コノ レター 調査 月報(住 友信 託)

JapanResearchReview季 刊 か い ぎん 調査 月報(東 海)

経 済政 策 情報 グラフによる経済レポー ト調 査 月報(東 洋信 託)

週 刊東 洋 経済 経 済 経営 研究(開 銀)調 査情 報(住 友信 託)

実 業の 日本 経 済 月報(三 和)調 査情 報(三 菱信 託)

統 計月 報 経 済 月報(朝 日生命)調 査 時報(日 債銀)

貿 易之 日本 経 済情 報(さ く ら)調 査通 信(三 井信 託)

ESP経 済調 査(大 和銀)調 査 特 報(三 菱)

財界 経済 トピックス(住友)ち ば経 済 季報

実業 界 調査 月報(中 央信 託)東 京銀 行 月報

金 融財政 経済 の動 き(安田信託)東 銀週 報

日債 銀 レポー ト

ハ ー トの経 済情 報

福 島 の進路

富 士 タイ ムズ

BESTmanagement

北陸 経済 研 究

オーノレ投 資

財界 観測

大和 投資 資料

投資経 済

投資 月報

投資 手帖

日興 投資 時報

野村週 報

ヒッ ト銘 柄100

調査 月報(日 生)

マネ ジメ ン ト21

工場 管理

戦略 コン ピュー タ

税務 経理

VentureClub

労働 経済 判例 速 報FoodLife

NTTR&D食 品工 業

NTT技 術 ジャー ナル 食 品流通 経 済

デー タ通信

ニ ユーメ デ イ ア

JAAAREPORTS

REPORTJARO

ア ドバ タ イ ジ ング

広 告 月報

広 告 ジ ャー ナル

IATSSREVIEW

東北 開発 研 究

建設 工事 の 動 き

建 築技術

月刊 工事 情報

不動 産鑑 定

機械 技術

機械 設計

電機

オー トメー シ ョン

電子 技術

総合 食 品

インダストリーレビュー

EPREPORT

エネノレギーフオーラム

太陽 エ ネル ギー

農林 経済

科 学朝 日

プ レ ス技 術

暮 し と健 康

食の科 学

厚 生福 祉

内外 教育

月刊 シンガ ポー ル

等

(1994年2月 現 在)
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③ELNETの サ ー ビス

ELNETに は以 下 の4つ の サ ー ビス が あ り、

で きる。

ELNET会 員 は これ らを 自由 に組 み合 わせ て利 用

ELDB
350万 件 の記事(新 聞45紙 ・雑誌 約120誌)か らパ ソコ ンで必 要

な記事 を検 索 す る。

ELMOR
当 日の朝刊27紙(在 京紙)か ら、毎朝必要 な記事 をFAXに 自動

送信する。

ELSDl
新 聞45紙 ・雑 誌約120誌 か ら、翌朝 、必 要 な記 事 をFAXに 自動送

信 す る。

代 行サ ー ビス
専 門サーチ ャーが利用者 に代 わって、必要 な記事情報等を的確

に検索す る。

サ ー ビスr覧

卍DB.→ 。弓 ELMOR£ 当馳 一 EL!SDI繊_改 代行検索サービス

サービス概要

ELNETで 採録する新 聞・雑誌

を対象に、ユーザーが検索

-'.一 →]-i〆

.自 分で検 索 ㌧
、w→-← 一

ELMOR対 象の 当日の朝刊を

対象に、登録されたキーワードに

より必要な記事を自動出力

ELNETで 採 録する新 聞・雑誌

を対 象に、登 録されたキーワード

により必要な記事を自動出カ

ー 一　 ・一 一 〔、〉}s-一 　 》一 一 ーへ
、ご

ELNETで 採 録する新聞 ・雑誌/

G-Searchの 情報を対象に、

サーチャーが代行検索

ぐ{…迷 妄1瞬二⊃
,{← 一 一 ー-.'〉 一「 か一^一 〉一 －P'.一 一,

<自 動出力サービス
ー・ 、 一 、一}一 一 「-F ..、～ 、._一___/

|
＼

検索方法
必要なときにユーザーが

パソコンから検 索 あらかじめ登録された検索式により自動検索
必要なときに電話一 本で

代行検索

対 象 紙 誌
('93年12月現在)

新 聞45紙

雑誌約120誌
新 聞27紙(朝 刊)

新聞45紙

雑 誌約120誌

ELNET G-Search

新聞45紙

雑誌約120誌
G-Searchの メニュー

によるファイル

データ内容

1988年1月1日 以降前 日までに

蓄積された全記事

(年間約60万 件)

当日の朝刊

(日曜刊は原則として翌サービス

日のELMORで 出力します)

前 日に入力された全 記事

(1週 間分をまとめて郵送する

サービスもあります)

1988年1月1U以 降

r向日までに蓄積された
全紀7`(年限」約60万件)

G-Searchの 設定

によるファイル

(郵 送サービスもあります)

サービス時間帯

平 日0:00～21:00

土 曜0:00～15:00
毎朝7時 ～10時 頃に自動出力 毎日午前1時頃から自動出力

平 日10:00～18:00

土 曜10:00～14:00

日曜 ・祝 日はサービス休 止
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④ELサ ービスの業務概念図

ELセ ンタ '

=

=

入 力

●検索

データベース

麿P検 索

●登録

厘P㌶ 認

・』L㊧ ●愁 芸

出 力

●検索イメージ出力
新聞
雑誌
雑誌目次
通信社速報

FAX

郵便

＼ 〔〕ξ嬬_
εLHDS

情報提供者

融
=吉〉 一

■
入力室

(予備作業部門)

翻 翻
マーキング

=={〉 ⊂==t> インデキシング

・

A

入力皇

室

'
入力室

(代行検索部門)ピ

新聞社・雑誌社 新聞紙面イメージ入力

忽＼
書誌データ入力

.

雑誌・雑誌目次

入 力

●新聞 雑誌= =

申

卿

イメージ入力

通信社速報
イメージ入力

新聞

雑誌

斗
＼

○
システム

4無

＼
<

郵送

1

…
＼
…
1

…

i郵 送;

予診文

一

…

…

:
!

通信社

入 力

目次

辞書

課金
支払

●速報

身
FAX

曙=即 .. ⇒6牟
マーキング

インデキング

FAX

「

`

支払い・煤金情報出力

」

≠「営業部 著作権料
.

請求書 il へ
)

営業部
●顧客への籏求書作成・送付
●IPへの支払

集金i
デ<

:領 収書
「

領囎 」
[〉〉

:

⑤ELシ ステムの概念図

磁気テープ装置

喧

口
VAX6610

ディスク
コントローラ

定電圧装置

パソコン

回線蛸

磁気テープ装置

スターカブラ

磁気ディスク

百
VAX6610

ディスク

コントロ～ラ

イーサネ・ット

記事デ一夕ペーース郎

ユーザー

イメージ配信邸

イメージデー タベ ース,記 事データ入力部

G80SO

x2

ターミナルサーバ

G3×96ch,C4x18ch

ファクシミリ
回線網

ラインプリンタ

磁気ディスク
装置

オートチェンジヤxg

DP/9070EX3

コントローラ 磁気ディスク
装置

コント 磁気ディスク

ローフ 装置

DP/9070Ex6

A3スキャナ ×3

ページプリンタ

ワークステーション

x27

デジタイザ

x5

イメージ入力部
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「MOR」 登録検索式サ ンプル4.2
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4.2「MOR」 登録 検索 式 サ ンプル

例1税 金関連の記事収集 を目的 とした もの

じ
[コ検索 式Sl

S2

S3

30件

12件

30件

税 金+?税+(税?#税 引 き利益)+1噺 ∫↓庁

・税制調査 会+?税 制+減 税?+増 税?

S1+S2

1口出力形式FAX/ONLINE/B/
‖
1□出力総数 記事データ30件 記事原文37枚
し

例2:環 境問題の記事収集を目的 と した もの

nゴ検索式S131件 地球環境+?汚 染+環 境保全+環 境問題+環 境対策

S247件550/CL+ご み?+?ご み

S364rlこS1+S2

口出力形式FAX/ONLINES3/B/ALL

口出力総数 記事データ64件 記班原文37枚
L

例3:外 食産業関連記事 の収集を目的 とした もの

田 検索式S13件 外食産業+日 本料理+和 食?+レ ス トラン+食 生活+す し+食

S24件 居酒屋+お 好み焼 き+グ ルメ+外 食?+給 食サービス+食 文化

S30件 カ フェテ リア+お に ぎり+仕 出 し弁 当+惣 菜+弁 当+良 材

S40件 ハ ンバーガーシ ョップ+ド ライブイ ン+ケ ー タリング?

S50件 ファース トフー ド?+牛 丼+も つ鍋+飲 食店

S60件 ロイヤル+ロ ッテ リア+松 屋 フーズ+U本 マ ク ドナル ド

S72件 日本 ケ ンタッキー フライ ドチキ ン+モ ス フー ドサー ビス

S80伸 す か一 ら一 く+西 洋 フー ドシステム+1{f野 屋?+キ リンシ ティ

S91件 ファース トキ ッチ ン+西 友 フーズ+デ ニーズ ジャパ ン

S104件 グル メ杵屋+東 天紅+京 樽+サ ッポ ロライオ ン+あ さくま

S110件 ニ ュ ー ・ トー キ ョー+サ ト+藍 屋+木 曽 路+リ ン ガ ー ハ ッ ト

S121件 ド トー ル コ ー ヒ ー+11本 ペ プ シ コ フ ー ドサ ー ビ ス

S1311件s1+s2+s3+s4+s5+s6+s7+s8+sg+slo+s11+s12

[]1|:1力形式FAX/ONLINES13//ALL

口出力総数 記事データ11件 記q源 文17枚
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4.3本 テ ス トサ ンプ ル 記 事 の 見 出 し一 覧



命



番号 字数 見 出 し

1 730 天声人語=共 和汚職事件

2 1,365 社説=税 制改革論議をす ぐ始めよ

3 88 日本新 党 、23人 目の公認

4 404 日本IBMと 東芝次世代の記憶カー ド開発小型化に成功

5 123 コーセー スポーツ用化粧 品発売

6 66 日本 ヒュー ム管新社長 に小林氏

7 1,206 皇 室 報 道(20)=「 や り得 」 に 自主 規 制 の網 、 だ が …

8 644 中国のTV局 「歴史的」番組生放送を初体験

9 371 服部君射殺事件父親傍聴 し初公判 「死を無駄に しないで」

10 1,010 郵政 ・通信研が開発スター ト首都圏直下型地震3次 元予知システム地殻変動天体 ・衛星で観測

11 509 編集手帳=高 額納税者 と脱税番付

12 1,198 社説=自 己点検欠かせない大学改革

13 583 決 算 メモ モス フー ドサー ビス 日本鋪道 ソニー ・ミュー ジ ックエ ンタテイ ンメン ト

14 179 シャー プ ワープ ロ発 売専用ペ ンで入力 、編集

15 1,184 ルーツ元気 な経営者豊田佐吉 トヨタグループ創業者(1)=「 発明熱」で立志伝実現

16 117 ノエ ビア植物 の抽 出液 を配合 ボデ ィー シャンプー発売

17 353 首都圏賃貸住宅の成約状況 「低価格」の割合増加

18 426 きょうから千代田で介護者 も同乗OK福 祉タクシー運行開始

19 1,470 93都 議選一票の視線50年 目の都政に(1)=臨 海開発関心薄く 「票にならない」

20 447 予知連御前崎付近、沈降鈍 る東海地震 との関連注視

21 629 余録=日 本洋画壇 の長 老だった猪熊弦一郎 さん

22 1,333 社説 二消費者PL制 導入は年内に決着 を

23 224 大成建設、 日立製作所、新明和工業大深度地下対応の駐車場発売

24 192 日本鋪道3月 期決算 官公需サマサマ

25 211 モス フー ドサー ビス3月 期 決算 モスチキン効果

26 619 ソニー ・ミュー ジ ックエンタテイ ンメン ト93年3月 期 「尾崎豊」 「ひ らり」 で販 売増

27 1,493 930万 人 の選択 それ ぞれの選挙 区(1)=新 党、新 人 … 混戦 に拍 車

28 720 日本ユニシス株価操作証券取引監視委 検察 と最終協議新谷代表 ら告発へ

29 942 自治省検討事業税対象広げ税率下げ給与や利子を加算

30 1,984 景気回復への助走(2)=数 量先行の消費好循環生む低価格

31 659 春秋=尾 瀬 ケ原

32 2,318 社説=政 治の混迷か ら出口を模索する西欧

33 513 通産省方針ASEANへ の支援今秋 までに具体策

34 298 93年3月 期理事会長 と理事長賞与木津信組 、全額 カ ッ ト

35 763 伊 、早期利 下 げ検討新 政権、ERM復 帰先送 り

36 346 工作機i械主要8社 輸出 には明 る さ4月 受注額25.6%減
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番 号 字数 見 出 し

37 1,422 国際 ビジネ ス最前線=イ ン ドの空 、 自由化 で混戦民間の参入相次 ぐ

38 780 カ ゴメ、会計基準 を変更今期か らりべー トを売 り上げか ら除外

39 519 ミズ ノリゾー ト事業 で攻勢 ゴル フ場 な ど建設

40 662 AVメ ー カー2社 今上期、 円高 で収益 大幅悪化

41 459 上新電割安感を ドライに評価外国人持 ち株比率上昇

42 1,023 サ ラ リーマ ンミ ドル の情景=第388話 女 性 として(2)

43 138 オッペ ン化粧品会長山下静夫氏死去

44 1,209 潮流=デ ノミ論再燃1ド ル100円 時代 に備 え 「1新 円」

45 672 産経抄=看 護婦

46 983 主張=臓 器移植法は公開論議で

47 340 カーネ ギー平和財 団A・ ピエール氏警告米露 関係の悪化 要因 に

48 218 ダイ フク配 当政 策は 自ら

49 H7 雪印乳業 豪州産 のアイスク リー ム発 売

50 1,554 産業景気まあだだよ(5)=干 天の慈雨輸出の好調が下支え

51 1,843 どうしてますか育児休業3分 の1社 が支給連合は6割 支給を提案

52 588 東大活性化に"新 しい血"民 間企業→法学部教授三菱商事法務部長代行 ・柏木さん

53 323 チ ャイム=ご み をあさるカ ラス

54 600 産業春秋=男 女格差

55 1,081 社説=動 き出す 「昆 虫産業 プ ロ」 に期待

56 433 企業庁が設置関係団体と研究会中小企業のPL対 策

57 131 元奥村組専務角田榮氏死去

58 1,514 シリーズ ・経営本田技研工業(5)=ホ ンダウエーの曲が り角国際化の壁米業界か ら三 くだり半

59 1,436 ハイテク光と陰研究プロを検証(60)ゴ ミ発電(1)=2010年 に700万KW供 給も

60 762 東芝が年内めど16メ ガDRAM月 産70万 個へ多 ビッ トなど品種拡充100万 個も射程に

61 579 東芝が発売応用 ソフ ト内蔵ノー トパ ソコン処理速度4倍 に向上プリンター内蔵型 も

62 470 目立造 日鉄溶接 と提携溶接ロボシステム拡販

63 656 日鉱金属など3社 八戸の新亜鉛精錬所建設来月初に合弁設立

64 632 濤和化学樹脂ペ レッ トの新着色法加熱溶融が不要

65 311 小西酒造が予約販売大吟醸酒 と輪島塗貝桶一対をセ ット

66 273 ホ リー開閉式足場板付き脚立発売脚の長さ自由自在

67 278 いっぷく=大 阪ガス常務 ・ガス事業副本部長の宮腰久司さん値上げ問題に複雑な心境?

68 260 多摩 中央信金が中小の景況調査今年度1四 半期の売上高は改善の見通 し

69 1,262 電子工業会が見通 し97年 時点の年間需要カラー868万 台予測BS内 蔵化率38%

70 467 「アジアテ レコム93」 シンガポールで開幕世界各国から355社 出展最先端通信技術で競演

71 1,045 迫 られ る料 金見直 し岐路 に立つNTT(5)=rMA」 拡 大方 向で見直 し

72 292 古野電気 がプ レジャーボー ト用 の無線機20日 か ら販売

52



番号 字数 見 出 し

73 404 日立など3社 大深度地下機械式駐車場を開発

74 698 村 田機械 ビジネ ス用FAX発 売

75 539 NECフ ォ トカ プラー 増産 グループ会社九州電子 月産5600万 個 体制 に

76 1,154 広がる戸建てシステムバス市場96年 には3千 億円に各社、商品開発を急ぐ

77 525 ポ リ ドールがCD集5点 クラシ ックでス トレス解 消

78 1,061 クラ リオ ンが21機 種高精度ナ ビゲー シ ョンシステ ムな ど発売

79 927 通産輸入債務保証が始動第1号 蘭の半導体装置円高が追風輸入拡大に弾み

80 1,423 新技術立国ニッポン21世 紀への選択(47)第2部 急げテクノインフラ整備=官 民プロ

81 614 三菱重工産機部品を海外調達輸出拡大ヘ コス ト対応

82 509 他 山石詰=公 園 と緑

83 595 4月 の企業倒 産不況型 が36%増3ヵ 月連続 で1000件 超 す

84 212 三井海 上ユニセ フ募金 とセ ッ トの積立保険来 月1日 発売

85 288 ニチメンが中国で刺繍、縫製加工で合弁会社

86 407 日本 ビクター25イ ンチの うす型 カラーTVを 発 売

87 499 コンパ ックマイ ク ロソフ ト製OS採 用DOS/Vと3 .1パ ソコン24種 発売

88 1,715 マルチメディア台所事情夢 と現実(10)=NTT映 像通信端末取込めば広が り

89 281 日化協 、3人 体制新 副会長 に大西 實 ・富士写社 長

90 317 東京 ・池袋 の トヨタオー トサ ロンアム ラックス東京累計来場者 が700万 人に

91 779 工技院物質研、三笠製薬が開発有機物質の分離 ・濃縮技術感熱性高分子を利用

92 637 この人=新 井組社長に就任 した花房正次郎氏

93 845 東証分析個人投資家は低位株狙い

94 534 三菱化成透明樹脂使った駆動装置開発ガラス張 り広告などフィルム状、超薄型

95 1,892 企業の興亡(25)第1部 落 日の大企業変わるモノ作 り1=都 市離れ、生き返った工場

96 1,038 思い秘 めて続 トップ交代93(3)二 西武 百、役員 降格 は改革へ の決意

97 951 NTT、X線 で小 型 化CMOSO.2ミ ク ロ ン回 路 を開 発

98 610 日本IBM発 声練習支援 ソフ トなど発売 障害者 にも使いやす く

99 375 カシオ初心者用小型 ワープロ発売正 しい指使い教 えます

100 449 アル プス電 気DCCモ ジュール でフ ィ リップス と提携

101 649 自工会米大教授の論文発表米経済活性化に寄与 日系企業の工場移転

102 1,025 核心イ ンタ ビュー=三 菱重工業菅原 信一取締役環境装置、今後 の取 り組み は産業廃棄物 の処理軸 に

103 596 主要8社 の4月 前年比 工作機i械受注25.6%減 海 外 には明 る さも

104 1,683 生活 を変 える身近 なハイテ ク=ナ ム コテ クスチ ャーマ ッピングコス ト抑 えゲー ムに

105 747 全 日空エ コノ ミー でゆった り3ク ラス制見直 し効 率化

106 1,449 住宅 ・住設機器 メーカー企業出版曲が り角 「まとめ買い減る」事業縮小なら 「道楽」の批判

107 446 アル ダスマ ック対応DTPソ フ ト 発売

108 327 伊勢丹副社長 に城森氏迎 える財務強化へ三菱銀専務
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番号 字数 見 出 し

109 814 新 ビジネス訓一滴の水(1)=明 光商会社長高木礼二氏より良く生きる修業の場が会社

110 780 電波障害による製品事故通産が原因究明へ通校内に施設を整備

111 335 クラレ乾燥収縮率が小 さい綿Tシ ャツ開発

112 339 日本特殊塗料3月 期決算減収減益を計上

113 499 帝人マ クラー レンにタイヤ ウォーマー供給発熱 繊維使 い性 能ア ップ

114 1,038 日本スピンドルが一貫システムバグフィルターの飛灰を無人拠理再飛散なく作業環境改善

115 978 厚 生省 医薬 品な どのFD申 請95年 春本格実施ヘパ イ ロ ッ トを開始

116 700 野村事務所抗菌 ・防カ ビ剤 品揃 えMRSAな ど専任部署設 けて対応

117 1,972 原子力 と放射線作業(下)=被 ば く低減元を絶つ発想で効果

118 632 焦点=円 高差益

119 760 日米環境セ ミナー一層の対話促進で合意CO2固 定化で協力検討

120 196 リコー高性能 レーザー プ リンター発 売

121 542 IHI、 き ょ う命名 式SPB方 式LNG船 第1船 は 「ポー ラ ・イ ー グル」

122 659 三菱系(ギ ャラン店カープラザ)の 業績好調93年3月 期各社前年並みRV快 走で年販新

123 549 オペル生産、販売減少 も今年は黒字を維持

124 397 中部4月 の輸入 車登録20.6%の 大幅 な伸び 日本 ブ ラン ド以外 は微増

125 322 首都圏新空港研需要動向など把握秋にはシンポ開催 も

126 690 JH圏 央道鶴 ヶ島JCT6月 にPC橋 を発注

127 122 名古屋市国際展示場3号 館3日 、10JVで 入 札

128 794 JH大 阪建設局今年度にルー ト地形図作成

129 1,173 中央公契連特別会員制度を創設各省官房長 クラスで入札 ・契約の連携強化

130 846 道建協工事用機械が35%災 害事故発生状況調査

131 142 弘電社新社長に成吉信氏

132 533 千葉県推進会議幕張熱供給、かずさセンター施設など三角構想5年 度方針決定

133 950 広島防衛5年 度計画江田島隊含など建設 自衛隊関係施設は27件

134 923 社説=高 齢者住宅の進化のために

135 920 適正取引推進機構 「期限付き借家」で活用指針適用要件など示す

136 338 首都圏機構成約 ・前年比戸建ても同水準単価は下落

137 1,054 紡 協パ キス タン綿糸 ダン ピン グ提訴 か通産 プロジェク トチーム設置へ 生活 産業局審議 官ヘ ッ ドに迅速 対応

138 602 東洋紡産業廃棄物処理費半減へ

139 700 三面鏡=新 素材開発

140 510 CHOYAの ドレスシ ャツ 日清紡 「SSP」 加 工導入 高い安定 性、安全 性

141 878 ズームショット=大 手婦人服専門店チェーン出店状況出店抑え、既存店強化退店は収束の傾向

142 1,629 医薬 品等 のフ ロッピー 申請開始へ

143 1,461 創 薬科学研 究現状 と評価(下)=「 分子生物 学」研究が課題鶴藤 丞氏(サ イ トシ グナル 研究所長)に 聞 く

144 760 暖流寒 流=サ ッポ ロビール の複 合商業施設 「生活工房 ・サ ッポ ロフ ァク トリー」が 開業
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番号 字数 見 出 し

145 995 中小企業庁などが調査中小卸売業の商慣行百貨店への協賛金売上高の1・6%に

146 568 コーセースポー ツ化 粧品改 良紫外線 カ ッ ト耐水性強化

147 407 たかの友梨クリニック家庭やオフィスにエステ無料出前専門家派遣 し実演"営 業"は 一切なし

148 588 東急百、都内全店にシステムギフ ト受注電算管理伝票作成など省力

149 1,982 秀和保有株処理でどうなる伊勢丹(下)=三 菱側、 「熟柿」狙 うラス トチャンス、価格で攻防

150 798 電通プロックス自然や街の風景 リアルに映 し出す疑似窓を開発商業施設などに的

151 693 HCの みつ たが運 営 日本海側 で最大 級の"ス ーパーセ ンター"脚 光5000平 方 メー トル に生活 品満載

152 316 想 ニ ュー トーキ ヨーの福 田恒雄社長

153 873 有田VOCが 導入テーマパークの商品管理にPOSに 代わる低価格システム

154 1,461 問屋 サバイバル 地方流通担 う(37)二 丸三米穀 外食 ・小売店 を強化

155 294 ふ あい る=大 卒初任給 の伸 び最低の2.1%

156 1,162 開発 トピックス=富 士製 薬の液体手袋 「ノング ロー ブ」手に塗 り乾燥 、汚れ 防 ぐ細 かい手作 業 もOK

157 635 グ ラフ解説 消費者行動=男 性 「家電」、女性 は 「身 の回 り品」

158 993 オ リンパ スが新 情報ネ ッ ト 「ユーバ ス」開発生産 か ら小 売 りまで結ぶ

159 363 都 内百貨 店4月 売上高衣料10.6%減 紳士いぜ ん不振 、18.1%減

160 502 東 レ ・和装用 新合繊 「シル ック ・ライテ シモ」開発軽量感、着心地 ア ップ秋冬 から初年度1万5千 反

161 402 ワコール貸 衣装店な どに1店3年 契約 で時価1000万 円のテ ィアラを レンタル

162 677 阪神 百貨店 「バイヤーズアイ」再構築 工場直ル ー ト完全 買取 りへ

163 489
苛

私の職場=京 都丸紅土岐訓代 さん商品企画資料作成か ら販売まで

164 848 3月 期決算発表本格化予想上回る収益回復公共投資関連が強い

165 1,366 JR東 日本東急 と比較東急は将来のお手本

166 949 JAの 組織整備実行方策づくり"加 速"来 月まで41県 完了直接利用肥料 ・農薬に集中

167 1,203 論説=強 硬 さを増す米国の対 日戦略

168 856 今、農村の女性たちは関東農政局管内アンケー トから(中)=給 料制励みと生きがいに

169 342
一村逸品 パー ト2=岐 阜県可児農協味菜漬歯 ざわ りよいキクイモ漬物

170 1,680 日本IWCへ の対応課題脱退論含め方策検討 も
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4.4原 文 イ メ ー ジ 、OCR読 み 取 り原 文 、

採 用 キ ー ワ ー ドの サ ン プ ル

(1)記 事原 文 の切 り出 しイ メー ジ

・朝 日新 聞(93年5月18日 付)社 説

(2)OCRが 読 ん だ社 説原 文

・太 い下線 部 分 は採用 され たキ ー ワー ド

(3)採 用 キー ワー ドの一 覧表

・OCRで 読 み だ した記事 を 「INDEXBR」 にか けてEL辞 書 登

録語 と合 致 した108語 をキー ワー ド候 補語 と して抽 出
・キ ー ワー ド候 補 語 にEL独 自の重 み付 け を して絞 り込 み 、高

点順 に19語 を キー ワー ドと して選定 した
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社 説=税 制 改 革 論 議 を す ぐ 始 め よ
　

政 府 税 制 調 査 会(首 相 の 諮 問 機 関)の 加 藤 寛 会 長 は 、 さ き の 総 合 経 済 対 策 でゴ ゴ

実 施 が 見 送 ら れ た 所 得 税 減 税 に っ い て 、 「消 費 課 税 や 資 産 課 税 と の バ ラ ン ス を

考 え る な ど 、 税 制 全 体 の 基 本 的 な あ り か た を 議 論 す る 中 で 検 討 し た い 」 と い うコ

趣 旨 の 見 解 を 明 ら か に し た 。 先 週 末 に 開 か れ た 税 調 総 会 後 の 記 者 会 見 で の 発 言ロ 　
で あ る 。 い う ま で も な く 政 府 税 調 は 、 毎 年 度 の 税 制 改 正 答 申 と は 別 に 、 長 い

コ

目 で 見 た 税 制 の あ る べ き 姿 を 描 く 中 期 答 申 を 、 委 員 の 任 期(三 年)の 最 後 の 年コ

に ま と め る こ と に な っ て い る 。 今 年 は そ の 年 に あ た っ て お り 、 加 藤 会 長 の 発 一
　

召 は 、 こ の 答 申 づ く り を 指 し て い る と 思 わ れ る 。 し か し 、 政 局 の 先 行 き 不 透

明 か ら 、 い つ 税 調 審 議 を 始 め る の か 見 通 し が 立 っ て い な い 。 総 選 挙 の 実 施 時 期コ
に よ っ て は 、 税 制 全 休 の 本 格 的 な 見 直 し そ の も の が 見 送 ら れ る 可 能 性 す ら 、 否

　

定 で き な い 状 況 た 。 い ま の 税 金 の 仕 組 み は 、 さ ま ざ ま な 不 公 平 や ゆ が み を 抱

え て い る 。 そ れ を 正 し て い く の は 、 政 府 税 調 の 当 然 の 役 割'た 。 総 選 挙 を 控 え た

各 政 党 の 悪 感 を 超 え 、 た た ち に 税 制 改 革 論 議 に 取 り か か る べ き で あ る 。 私 たコ

ち は か ね て 所 得 税 減 税 の 早 期 実 施 を 主 張 し て き た 。 税 調 に も 昨 年 来 、 こ の 問 題コ

を 頁 っ 圧 面 か ら 取 り ヒ げ る よ う 求 め て き た が 、 当 の 税 調 は 、 南 欧 当 局 の 意 を 受
　

け 、 深 入 り を 避 け て き た 。 た が 、 所 得 税 減 税 が 依 然 と し て 重 要 な 課 題 で あ る

こ と を 強 調 し て お き た い 。 日 本 経 済 は 、 不 況 の 中 に も 一 部 に 明 る さ が 見 え 始

め て い る が 、 ま た 楽 観 は 許 さ れ な い 。 本 格 的 な 景 気 回 復 が 実 現 す る か ど う か は

、 設 備 投 資 と 並 ん で 民 間 最 終 需 要 の 二 本 柱 で あ る 個 人 消 費 の 立 ち 直 り が 、 そ の

カ ギ を に ぎ っ て い る 。 し か も 、 累 進 税 率 が 適 用 さ れ る 所 得 税 の 場 合 、 一 九 九

〇 年 以 降 は 減 税 が 実 施 さ れ な い ま ま 、 所 得 の 伸 び に 応 し た 実 質 増 税 が 続 い て いコ

る こ と を 忘 れ て は な ら な い 。 八 七 、 八 九 両 年 の 大 幅 減 税 は 、 消 費 税 導 入 の 見
一

返 り で あ る と 同 時 に 、 そ れ ま で の 実 質 増 税 分 を 取 り 戻 す 意 味 が あ っ た 。 そ の 後

の 減 税 見 送 り に と も な い 、 と く に サ ラ リ ー マ ン の 給 与 所 得 の 税 負 担 率 は 、 三 十
コ

数 年 ぶ り の 高 水 準 に 達 し て い る 。 も と も と 所 得 課 税 で は 、 サ ラ リ ー マ ン の 負

担 が 咀 す き る 「ク ロ ヨ シ 」 問 題 が 、 不 公 平 の 象 徴 と し て 批 判 を 浴 び て き た 。 国
ロ

税 庁 発 表 の 高 額 納 税 者 に は 無 縁 の 話 か も 知 れ な い が 、 そ こ に 実 質 増 税 が 加 わ っ　
て 、 税 制 へ の 不 信 感 は 強 ま っ て い る 。 こ う し た 状 態 を 一 日 で も 早 く 改 善 す る こ

　
と は 、 個 人 消 費 を 好 転 さ せ る の に も 役 立 っ は ず た 。 加 藤 会 長 も そ の 必 要 性 を

コ

認 め て い る よ う に 、 税 調 は 減 税 を 出 発 点 に 論 議 を 進 め る べ き だ 。 そ の 際 、 税 率
　 ロ 　 コ

そ の も の は も ち ろ ん 、 五 段 階 の 税 率 区 分 や 課 税 最 低 限 な ど 、 所 得 税 全 体 の 見 直

し が 欠 か せ な い 。 問 題 は 、 財 源 を ど う 確 保 す る か で あ る 。 減 税 規 模 に よ っ て
コ

話 が 変 わ っ て く る が 、 加 藤 会 長 は 消 費 税 の 増 税 を 選 択 肢 の ひ と っ に 挙 げ て い るコ

。 し か し 、 金 持 ち 優 遇 の 批 判 を 浴 び て い る 利fや 株 式 売 却 益 の 分 離 課 税 を 総 合

課 税 に 改 め て 、 税 収 増 を は か る こ と が 優 先 さ れ ね は な る ま い 。 か り に 消 費 税

率 を 手 直 し す る に し て も 、 帳 簿 方 式 や 簡 易 課 税 制 度 な ど 、 同 税 の さ ま ざ ま な 欠コ

陥 を 正 し て い く こ と が 先 決 た 。 振 り 返 る と 、 税 調 審 議 は 、 時 間 を か け て も 結ゴ

論 を 先 送 り す る ケ ー ス が 少 な く な か っ た 。 今 回 、 「中 期 答 申 」 の 名 を 借 り て 、

時 間 か せ ぎ は 許 さ れ な い 。 減 税 を 軸 と し た 税 制 改 革 論 議 を 急 い で も ら い た い 。
一 ■■■口
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採 用 キ ー ワ ー ド 一 覧

「 一 一 ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一1

キ ー ワ ー ド 重 み づ け 出 現 位 置 頻 度 評 価 点

F-一 一 ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一 一 寸
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政府 税調

個入 消費

税調

総選 挙

資産 課税

2

9

6

6

2

1

0

0

2

0

4

9

2

0

0

4

6

5

0

2

0

1

1

1

1

0

0

0

2

0

0

1

0

0

1

0

0

1

3

2

0

3

9

0

5

0

5

6

0

0

0

0

1

6

5

1

0

4

4

9

4

3

9

6

6

4

3

4

6

4

9

6

3

7

4

4

1

1

0

1

8

0

1

1

1

9

1

0

1

0

2

7

1

3

1

1

21

43

-997

76

705

-1000

1

18

9

820

128

909

54

-993

152

652

126

307

59

4

3

3

4

5

1

1

1

1

2

1

1

1

4

2

2

6

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

L_____________________________」

(注)・ 朝 日新 聞 社 説(93/5/18)か らの 自動 索 引 したKW
・重 み 付 け点 数

千 、 百 の位 が 名詞 分 類 、 出現 位 置 か ら評 価 した 点 数

高 点 順 に制 限KW数 まで採 用

下2桁 はMOR検 索 式 に出現 す る頻 度 。 百点 台 まで

同 点 の場 合 はMOR頻 度 の 高 点 順 に採 用
・出 現 位 置

左 が本 文 中 の段 落 、右 が文 頭 か らの 文 字 数 を示 す

見 出 しは0段 落 、マ イ ナ ス は見 出 しの 文 字位 置 で

1000か ら逆算 す る

・頻 度

記 事 中 のKWの 出現 回 数 。
・評 価 点

自動 索 引 後 に7人 で3段 階 評 価 した 点 数

1は 必 須 、2は 関 連 、3は 不 要KW

－59一





4.5.1 OCR誤 読 の統 計 デ ー タ

①正 しい読み

②誤読

③頻度

④全出現数

記事原文の文字

テキス トデータとしてOCRよ り出力された文字

誤読 した文字列 と正 しい読みの組み合 わせが全記事に

出現 した回数

誤読 した文字列と同 じ文字列が出現 した回数

(誤読ではなく② と同 じ文字列が出現 した回数 と③ を

足 した もの)

〈例 〉

①正 しい読み ②誤読 ③頻度 ④全出現数

6 体 休 855

上 の例 では6翻'1の デー タで 「体 」 と読 むべ き所 を 「休 」 と読 んだ回数が81plあ

り、 「休」 とい う出力が170記 事 で55回 あ った事 を示す。
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OCR誤 読 文 字93 .5.28170

正 しい読み 誤読 頻度 全出現数
1 ▼ V 10 23

2 だ た 60 1,919

3 題 遁 1 1

4 賢 賛 1 12
5 言 一 召

1 1
6 体 休 8 55

7 惑 感 1 58

8 真 頁 1 1

9 正 圧 1 25
10 上 ヒ 5 22

11 財 甫 3 3

12 重 咀 1 1

13 ぎ き 5 575

14 び ぴ 5 6

15 子 f 3 9
16 ば は 7 2,263
17 間 問 7 107
18 日 = 9 212
19 本 木 2 29

20 十 十 82 88

21 東 束 19 26

22 五 .h 6 6

23 顔 舶 1 27

24 補 袖 3 4
25 前 [ 1 57

26 前 [朋 1 1

27
ノ

13 129
28 立 hJ 3 3

29 予 狛 1 1

30 、 4 3,851

31 三 ● 一
. 1 2

32 三 一
・ ● 2 2

33 日 目 14 164

34 1 一 14 202
35 用 川 3 38

36 カ 力 17 217

37 一 一
38 202

38 = 1 1,063
39 = 一

1 202
40 五 互 1 12
41 五 .H 1 1

42 三 、.] 1 1

43 三 一 一
● 1 2

44 憶 惚 1 1

45 量 = 1 212
46 三 一 一

、 1 1
47 五 、hH 1 1
48 び ひ 3 31

49 が カS 1 1
50 か 力s 8 8

51 化 イ ヒ 2 2
52 ず す 12 995

53 止 [F. 1 1
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OCR誤 読文字93.5.28170記

正 しい読み 誤読 頻度 全出現数
54 乳 乎 し 1 1

55 卒 Tr 1 1

56 年 1 1 66

57 日 卜 1 21

58 6 0 3 47

59 ほぼ ほほ 2 11

60 タ ー 夕 一 2 11

61 ビ ヴ 1 10

62 ご こ 10 823

63 味 昧 19 22

64
⊃

「 1 618

65 』 一 1 930

66 一 11 930

67 日 口 7 43

68 号 巨 1 18

69
o

1 23

70 宮 ウ ー 1 1

71 聞 間 1 202

72 蜷 捲 1 2

73 『 [ 1 57

74 』 ] 1 40

75 題 盟 1 3

76 手 丁 1 12

77 中 申 9 59

78 へ ぺ 1 6

79 文 文 1 39

80 市 巾 3 4

81 (三 a－ 一 1 1

82 早 里 1 2

83 ブ ヴ 4 10

84 五 H 3 33

85 予 r 2 19

86 言 一[・ 一 ・ 一 1 1

87 組 紺 1 1

88 六 人 1 276

89 省 雀 4 4

90
``

ツ 23 363

91
,, '

38 129

92 ピ ビ 14 168

93 工 工 4 134

94 一 1 9 47

95 ブ プ 8 221

96 つ づ 1 38

97 ◆ ■ 2 641

98 た だ 1 520

99 表 衷 1 1

100 1 一 3 1,278

101 史 吏 1 1

102 裏 裏 1 1

103 す ず 3 79

104 合 台 5 111

105 責 貴 5 9

106 ○ 0 70 166
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OCR誤 読 文字93.5.28170

正 しい読み 誤読 頻度 全出現数
107 o OO 3 8

108 ○ ○ 1 196

109 万 刀 4 104

110 だ 。
"」Of

1 1

111 ○ 0 1 166

112 増 瑠 1 1

113 触 角虫 1 1

114 が f)∫ 1 1

115 W
"

_ 1 1

116 」
一 1 202

117 1 ] 1 40

118 が 力 ぶ 5 5

119 」 ■ 1 59

120 年 ] 1 40

121 れ ね 1 25

122 一 1 17 47

123 漠 漢 1 1

124 聞 闇 1 2

125 工 工 11 134

126 ツ ツ 14 61

127 o ○ 2 196

128 ヤ ヤ 8 34

129 ト 卜 6 21

130 = 一 ● 一 1 1

131 ぱ Lよ 1 2

132 ノミ ノ ∫ 1 1

133 プ ブ 12 66

134 居 届 1 7

135 は ほ 1 132

136 ゼ セ 2 94

137 め の 1 4,352

138 境 現 1 160

139 る う 1 707

140 民 氏 1 84

141 錦 鋪 1 2

142 題 閂 1 1

143 壮 仕 1 47

144 題 預 1 2

145 ぱ ば 2 173

146 い た 。 ン ツ 」 ○ ～ ・ 1 1

147 運 迎 1 15

148 お わ 1 228

149 今 令 4 9

150 ノミ パ 3 111

151 ▲
A

5 5

152 昨 咋 3 3

153 賞 貫 1 4

154 ■ ● ● ● ◆ ● 6 31

155 提 捉 2 4

156 責 貞 1 3

157 損 担 1 28

158 一 ] 3 40

159 造 薦 1 4

170記 事
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OCR誤 読 文字93.5。28170記

正 しい読み 誤読 頻度 全山現数
160 法 伝 1 23

161 情 伯 2 14

162 和 相 1 85

163 1 1 5 47

164 1 1 3 42

165 0 0 26 166

166 1 一 8 202

167 5 6 1 37

168 1 q 1 20

169 % 勿 1 1

170 11 n 1 3

171 % 物 2 128

172 5 1,063

173 ◆ 3 641

174 会 <ム 1 1

175 ソ ン 5 752

176 工 工 11 244

177 増 憎 2 3

178 十 卜 1 21

179 会 <[ 1 1

180 会 <[ム 1 1

181 倍 伯 2 14

182 連 辻 1 1

183 百 自 4 200

184 善 清 1 21

185 豊 曲.Ω 1 1

186 影 彫 1 1

187 響 轡 1 2

188 証 ]託 1 1

189 二 一 一
13 73

190 前 [' 1 3

191 期 朋 3 6

192 三 ・ ・ 、 1 2

193 億 憶 1 9

194 上 土 3 28

195 最 巌 1 2

196 三 一 一
〇 2 2

197 三 7 20一 一 一

198 △ V 5 92

199 得 行 3 194

200 s 1 14

201 r 1 19

202
〃

1 11

203 ＼ 1 2

204 ● 5 59

205 原 眼 1 2

206 原 胞 1 2

207 会 ム ム 1 1

208 原 奥 1 8

209 ブ フ 3 211

210 ノレ ソ レ 1 2

211
`` "

1 16

212
,,

W 1 16
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OCR誤 読 文字93.5.28170

正 しい読み 誤読 頻度 全出現数
213 つ つ 10 352

214 い レS 1 1

215 情
'問

1 1

216 原 県 1 115

217 場 堀 1 2

218 債 偵 1 1

219 治 泊 1 7

220 省 冑 1 1

221 末 宋 5 5

222 討 肘 5 6

223 省 酋 5 6

224 げ け 26 441

225 三
'二

1 1

226 着 善 7 30

227 一 1 14 42

228 最 巖 1 1

229 力 カ 2 202

230 財 尉 6 6

231 そ ぞ 7 32

232 日 H 3 33

233 順 願 1 2

234 一 ! 2 9

235 道 遭 1 7

236 一 一 6 1,278

237 言 一 一 一 一[ 3 2

238 右 布 1 9

239 言 一 一 一] 2 3

240 } 1 7

241 連 更 1 13

242 合 脇 1 1

243 【 [ 11 57

244 】 ] 9 40

245 下 ド 2 156

246 入 人 11 276

247
●

1 6

248 財
■

2 6

249 げ u 2 20

250 財 宙 1 6

251 営 常 2 59

252 ○ 0 1 47

253 ユ ユ 16 48

254 ワ リ 4 291

255 三 .[一 1 1

256 一 1 2 64

257 二 一[ 3 10

258 ぼ ほ 13 132

259 チ ヂ 2 3

260 ポ ボ 10 61

261 30 叩 1 2

262 三 ]二 1 1

263 _' 1 3

264 か カ 1 202

265 う だ 。 Yつ"こo 1 1

170記 事
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OCR誤 読 文 字93 .5.28170

正 しい読み 誤読 頻度 全出現数
266 一

鴎 1 1

267 ＼ 、 1 2

268 ジ シ 2 304

269 う vつ 1 1

270 ▼ V 20 92

271 『 円 2 280

272 』 」 1 624

273 方 力 25 217

274 賃 口 2 174

275 こ 二 12 513

276 ご 一 」 1 3

277 弁 井 4 32

278 器 掃 2 5

279 大 人 3 276

280 」
一

1 930

281 普 菖 1 1

282 ら f 1 9

283 首 酋 1 6

284 価 イ 曲 1 1

285 ノレ ノ レ 1 1

286 う }つ 5 5

287 う Yつ 2 3

288 年 牢 2 2

289 百 巨 2 18

290 生 牛 3 24

291 見 児 4 22

292 万 hi 1 1

293 一
● 1 59

294 百 丙 1 2

295 雨 巾 1 4

296 百 目 1 164

297 だ 。
"こOf,

1 1

298 言 1 1
一 一 一 一 亜

299 音 立 日 1 1

300 口 目 3 164

301 垣 拍. 1 1

302 隆 降 1 28

303 車 中 1 231

304 得 柑 1 1

305 う つ 1 352

306 た 。 こoナ 3 3

307 二 ■ ● 1 6

308 う Vつ 1 1

309 年 什 5 5

310 賃 貨 2 37

311 た 。 Jつ こot← 1 1

312 請 謂 3 3

313 こ 二 1 105

314 九) & 1 5

315 じ P 1 77

316 負 価 1 122

317 障 瞳 1 2

318 や
o

1 2

170記 事
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OCR誤 読文 字93.5.28170

正 しい読み 誤読 頻度 全出現数
319 済 溶 1 26

320 を ヰ 1 12

321 度 庶 1 5

322 } 1 4 66

323 0 0 3 47

324 右 石 1 28

325 貧 負 2 24

326 貧 黄 1 2

327 昆 毘 3 3

328 タ 夕 10 15

329 波 彼 3 5

330
``

n 8 2,452

331 榮 柴 1 4

332 17 n 1 3

333 11 H 1 33

334 一 口 1 43

335 十 土 1 28

336 二 二 14 513

337' 1 一 1 1,278

338 十六 土ハ 1 2

339 デ 一 ア 1 4

340 ン 'ノ
3 3

341 濤 鴻 1 127

342 器 羽 2 9

343 貝 與 1 1

344 L 亡 1 10

345 1 1 4 66

346 百 白 11 41

347 二 二 9 105

348 程 桿 2 2

349 シ
'ン

4 4

350 テ )ア 1 1

351 三 一
1 930

352 三 一 二
3 12

353 り 0 9 166

354 千 モ 1 131

355 百 [ 4 57

356 百 [丘 1 1

357 五 丘 1 1

358 千 丁 1 12

359 十 ト 2 481

360 千 F 1 38

361 二 一 一
● 1 2

362 七 L 2 42

363 十 廿 1 2

364 千 干 16 27

365 ラ う 5 707

366 富 冨 3 3

367 1 1 3 42

368 ア ア 6 276

369 い 。
')

1 4

370 = 日 1 358

371 土 上 1 289

170記 事
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OCR誤 読 文字93.5.28170記

正 しい読み 誤読 頻度 全出現数
372 下 丁 1 12

373 一 5 1 39

374 ラ
一 ワ 6 6

375 オ オ 2 112

376 二 一 1 930

377 二二ー 一 下 3 4

378 が か 32 1,063

379 ラ )リ 1 1

380 一
、 1 3,851

381 立 q 1 20

382 泉 限 1 42

383 リ り 1 753

384 フ ソ 1 68

385 ら ろ 1 126

386 ラ )ワ 1 1

387 フ リ 1 291

388 ラ ]ワ 1 1

389 散 敬 1 4

390
, ,

1 129

391 か 一 カ ー 2 14

392 可 珈 2 2

393 ク タ 10 264

394 00 00 3 20

395 1 1 1 64

396 テ 一 ア 3 4

397 キ 牛 4 24

398 ダ グ 9 108

399 工 干 1 27

400 エ ン 干 ノ 1 1

401 入 へ 6 114

402 り u 1 20

403 入 → へ 1 1

404 置 買 2 59

405 事 串 1 4

406 号 u5 1 1

407 工 一 工 一 1 3

408 う [つ 1 1

409 工 .L 1 1

410 役 投 1 76

411 立 上J 1 1

412 石 。L 1 1

413 口 口 7 43

414 緯 綺 1 1

415 だ 。
"こOJ,

2 2

416 正 王 1 11

417 た 。 こ ○ チ ノ 1 1

418 〉
'

1 129

419 1 一 2 1,278

420
``

ア 1 28

421 な い 。 1、oφ" 1 1

422 晶 品 1 279

423
``

* 1 8

424 ビ ピ 1 65
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OCR誤 読 文字93.5.28170

正 しい読み 誤読 頻度 全出現数
425 札 杜 1 17

426 [ 1 57

427 三 ・
一 一 丁 2 4

428 累 素 1 32

429 服 叩 1 2

430 服 朋 2 6

431 パ ノミ 9 113

432 S Q 1 2

433 千 工 1 134

434 ジ フ 1 211

435 だ 。
"こ

of 1 1

436 た 。 つ こ 。 1 1

437 ご う1」 1 1

438 ] 1 40

439 六 土ハ 1 2

440 る ろ 1 126

441 面 而 1 1

442 高 古 2 19

443 高 古向 2 2

444 三 一 一[ 2 4

445 井 丼 2 2

446 演 潰 1 1

447 顧 廠 1 3

448 o ● 10 59

449 責 寅 1 1

450 着 傭 1 1

451 略 賂 1 1

452 三 ..] 1 1

453 ゲ ケ 1 53

454 コ 一 1 1,278

455 三 ]、 一 1 1

456 プ 。 フ 3 8

457 可 河 2 6

458 二 、 一 2 59

459 二 .一 1 6

460 ○○ 00 1 20

461 二二ー 二 一 1 ll

462 1 1 1 42

463 P P 1 77

464 言 一 一]]]
1 1

465 計 計 2 2

466 目 青 1 11

467 き ぎ 1 34

468 言 雷 1 5

469 顧 顯 2 3

470 !
〃

2 11

471 !」 乙 1 1

472 ち ぢ 1 2

473 運 連 2 89

474 十 一 3 202

475 た こ 1 823

476 末 未 3 25

477 業 某 1 1

170記 事
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OCR誤 読 文字93.5.28170記

正 しい読み 誤読 頻度 全出現数
478 二 [[ 1 2

479 書 轡 1 2

480 1 工 1 244

481 島雅 篇 1 3

482 、

● 1 641

483 4 一 1 202

484 工 壬 1 1

485
一"

エア 壬ア 1 1

486 財 町 1 23

487 言 宮 2 19

488 ボ ホ 2 42

489 走 疋 1 1

490 飛 戒 1 3

491 イ 「 1 618

492 が M 1 90

493 増 え 乍凡 1 1

494 ら り 1 753

495 ど こ 1 823

496 合 百 1 241

497 で て 5 1,780

498 ど と 2 2,025

499 ク 夕 2 15

500 ゴ コ 1 181

501 三
'一 一

〇 1 1

502 ダ タ 5 264

503 づ つ 2 352

504 ノミ グ 1 108

505 三 7」 2 3

506 二 一 三 1 11

507 ぞ そ 1 313

508 イ イ 1 357

509 ぺ べ 1 109

510 グ ク 7 328

511 ぺ べ 1 65

512 可 司 2 8

513 ば ぱ 1 4

514 現 倶 3 4

515 だ 。
"こOt

1 1

516 着 糖 1 1

517 冷 冶 1 1

518 着 糎 1 1

519 題 鹿 1 2

520 ∩
一 1 1,278

521 急 憩 1 2

522 姜 艶 1 1

523 o

o

1 2

524
``

イ 2 144

525 長 畏 2 2

526 ま 未 1 25

527 蔵 藏 1 1

528
``

1 11

529 言 培 1 2

530 △

o

1 23
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OCR読 文 字93.5.28170記

正 しい読み 誤読 頻度 全出現数
531 環 珊 3 3

532 2 ヨ 1 77

533 工 平 1 85

534 ネ 不 1 119

535 意 息 1 6

536 た 。 つ こ○ 1 1

537 温 湿 1 8

538 《 < 1 72

539 》 V 1 92

540 礒 議 1 110

541 ほ は 3 2,263

542 ド ト 1 481

543 ぺ へ
o 1 1

544 二 ・
一 丁 1 6

545
一二

_== 1 11

546 り リ 1 291

547 活 后 1 1

548 = 一 一 丁 1 4

549 ラ
一 フ 2 2

550 場 湯 1 21

551 ～ 一 4 202

552 開 [帽 1 1

553 連 練 1 7

554 社 杜 9 17

555 社 祉 2 8

556 二 筥 1 1

557 六 ]ハ 1 1

558 い [い 1 2

559 大 太 11 24

560 検 倹 1 8

561 二 一 二 1 12

562 庫 車 2 91

563 ▽ ワ 12 62

564 順 碩 1 1

565 】
一 3 930

566 屋 窒 1 17

567 ▽ V 6 92

568 【 ] 1 40

569 = 一 千 1 3

570 、

'

1 129

571 ▽ V 1 23

572 ▽ 7 2 40

573 階 烏 1 1

574 階 昔 2 3

575 二 一{ 1 1

576 書 鵬 1 1

577 省 歪 1 1

578 )」 ご 1 20

579 )n 。). 1 1

580 書 」 ! 2 9

581 ご C 1 135

582 省 吉 1 30

583 省 首 3 35
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OCR誤 読文字93.5.28170記

正 しい読み 誤読 頻度 全出現数
584 』 6 1 37

585 最 鼠 1 1

586 な カ 1 202

587 さ ざ 1 30

588 期 荊 2 2

589 期 勘 1 1

590 省 肯 1 2

591 十 ヤ 1 57

592 三 一 一
■ 1 1

593 三 一 一
.[ 1 1

594 期 則 1 11

595 含 命 1 12

596 い 一_ 1 4

597 一 4 202

598 品 晶 4 9

599 加 如 1 2

600 提 呵 1 1

601 一 一_ 1 13

602 ト
一 1 1,278

603 査 復 1 1

604 果 里 1 2

605 に 一 1 1,278

606 具 臭 1 1

607 一
1 2 42

608 一 1 3 47

609 酒 洒 1 2

610 上 ± 1 2

611
;

一 5 202

612 二 ・三
一 一 丁 三 1 1

613 二 王 一 王 2 2

614 == 卜 一 1 2

615 顧 顕 1 3

616 言 1 1一 一 一 一]

617 由 山 1 31

618 千 午 1 12

619 三 一 二二 1 1

620 当 祖 一 1 1

621 二 一 ]下 1 1

622 置 一 1 202

623 三二 目[ 1 1

624 組 糾 1 9

625 上 L 1 42

626 年 圧 3 25

627 立 hv 1 1

628 白 臼 1 2

629 三 ]、. 1 1

630 月 川 3 38

631 計 廿 1 2

632 五 、h 1 2

633 単 弔 3 5

634 デ テ 1 252

635 高 ]口 回 1 1

636 シ ・ ン 2 2
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OCR誤 読 文字93.5.28170

正 しい読み 誤読 頻度 全出現数
637 参 琴 1 1

638 る
一 〇 1 1

639 在 往 2 4

640 市 ◆ ■ ◆ 1 3

641 向 回 1 165

642 合 へ 口 1 1

643 生 主 1 97

644 に
,

1 129

645 の (u 1 1

646 つ リ 1 291

647 産 [賄 1 1

648 べ 、 へ 1 2

649 自 臼 1 2

650 主 = 1 212

651 者 晋 1 1

652 頭 [ 1 57

653 合 s= 1 1

654 最 口取 1 1

655 位 泣 1 161

656 を ヰ 」= 1 1

657 を ヰ 」 1 1

658 目 = 3 212

659 商 (間 1 1

660 力 刀 1 104

661 在 作 1 129

662 軽 軒 1 2

663 戸 .ノ 、 1 1

664 立 Lv 1 1

665 場 揚 1 3

666 貨 貸 2 24

667 得 担 1 28

668 ブ ,フ 1 2

669 百 r= 1 1

670 額 順 1 21

671 主 十 1 88

672 年 ノ、 1 55

673 三 一 一
、 1 1

674 与 写 1 36

675 三 .[[ 1 1

676 単 キ 1 64

677 棲 擁 1 1

678 」
ノ_

1 2

679 て で 1 1,782

680 三 一 ト 1 1

681 論 輪 1 7

682 作
"乍

1 1

683 担 +]」 1 1

684 袖 有h 1 1

685 目 [] 1 1

686 強 弓蛍 2 2

687 ば し よ 1 2

688 ブ ヴ" 1 1

689 ば CJ 1 1

170記 事
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㏄R誤 読文字93.528170記

正 しい読み 誤読 頻度 全出現数
690 都 者1 1 1

691 戸 1イ 1 1

692
,,

N 1 77

693 好 女子 1 4

694 が 力S 1 2

695 男 唱 1 3

696 く ぐ 1 19

697 行 イ子 1 1

698 画 [向 1 1

699 作 イ乍 1 1

700 打 キ丁 1 1

701 忙 ↑亡 1 1

702 カ 力 1 217

703 在 任 1 48

704 合 ム ロ 1 1

705 鉄 銑 7 7

706 益 査 1 80

707 」 L 1 42

708
"

1 16

709 市 申 1 59

710 漬 涜 1 1

711 岸 串 3 4

712 氷 水 3 86

713 ン
'

1 129

714 ] 一 1 930

715 員 ] 1 40

716 員 ]貝 1 1

合 計 2,071 90,926
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OCR誤 読補正の結果4.5.2





誤読補正結果

記事No 元の語

4

7

7

8

8

9

9

9

10

10

10

10

10

10

10

12

12

B

13

13

16

18

18

19

2

23

28

30

30

30

30

30

30

32

32

32

35

36

37

37

37

39

4

仏

4

4

4

妬

偲

50

東芝
モ ンタ

持集

申国
目本

量刑一
r定

束バ トンルージュ郡裁判所
せ き

フィリピン海

プ レー ト
レーザ1光 線

通信総台研究所
せ き

フィリピン海
一大学

総台政策学部
昧

台弁事業

昧
ホ ップ

車一いす
ベ ッ ド

セネコン

製造物貞任

新明相工業

購人
H経 平均株価

労働 力不足
ヴ ドウ

労働 力不足
ホリイ トカラー

ヴ ドウ

癒善

そ く

癒善
利下け

東芝機械
H本
一都市

スチユ リーデス

スボーツ用品
一 カ
ー カ

デノミ研究議員懇一談会
コンピュータ
ー カ

日井連

持別配当
プラスチ ック

補正 した語

一75一

東芝
モ ンク

特集
中国
日本

量刑
予定

東バ トンルージュ郡裁判所
せ ぎ

フィリピン海

プ レー ト
レーザー光線

通信総合研究所
せ ぎ

フィリピン海

大学

総合政策学部
味

合弁事業

味
ホップ

車いす
ベ ッド

ゼネ コン

製造物責任

新明和工業

購入
日経平均株価

労働 力不足
ブ ドウ

労働力不足
ホワイ トカラー

ブ ドウ

癒着

ぞ く

癒着
利下げ

東芝機械
日本

都市
スチユ ワーデス

スポーツ用品
一力

カ

デノ ミ研究議員懇談会
コンピュー タ
ー力

日弁連

特別配当
プラスチ ック



記事No

50

50

50

51

52

53

53

59

59

59

59

59

ω

留

旬

69

ω

69

ω

70

72

77

78

78

78

78

78

79

79

79

80

80

80

80

82

82

82

82

M

85

85

85

86

88

92

95

95

95

95

95

95

95

元の語

大 目需要家
輸人
ブラスチ ック
ロ金
一 日付

トップ
有刺鉄線
ビン
ビン

地力公共団体
ビン

NEDO

スタ

力法
グうフィックス
LDlROM

グうフィツクス
LDlG

カラーテレビ
移動休通信
一マ リンVHF

ベス トセラー

カセッ トデツ牛

クうリオン
オールイ ンリン

CDlROM

ク うリオン

輸入拡人

日本半導体製造装買協会
輸人拡大

ブロジエク ト

持許情報

窓 目
プロジエク ト
ベ ンチ

井当
ビジネスマ ン
ベ ンチ

日本ユニセフ協会
ニチメン

合井会社
ニチメン
コンバク ト化

NlISDN

貴任
東京製造所

東芝
東京工場
興昧
東京製造所

東芝
東京工場

補正 した語

一76一

大 口需要家
輸入
プラスチ ック
ロ金
日付

トップ

有刺鉄線
ビソ
ピン

地方公 共団体
ピン

NEDO

スタ

方法

グラフィックス
LD-ROM

グラフィックス
LD-G

カラーテ レビ
移動体通信
マ リンVHF
ベス トセラー

カセッ トデツキ

クラリオン
オールインワン

CD-ROM
クラリオン

輸入拡大

日本半導体製造装置協会
輸入拡大
プロジエク ト

特許情報

窓ロ
プロジエク ト
ペ ンチ

弁当
ビジネスマン

ベ ンチ

日本ユニセフ協会
ニチメン

合弁会社
ニチメ ン

コンパ ク ト化

N-ISDN

責任
東京製造所

東芝
東京工場

興味
東京製造所

東芝
東京工場



記事No

95
%
97
卯
・フ
　
・7　
・7　
㎜
……
m
……
……
価
価
価
……
m
……
旧
m
旧

……
田
田
砲
…
…
田
田
…
……
亘

……
品
品

鵬
随
順
m
m
斑
m
卿
……
……
醜
④
……
泌
泌
ω
ω
幽

元の語 補正 した語

一

一

サ

サ

ツ

ツ

セ

セ

ロ

話

ロ

一

プ

ブ
線

電

ブ
線

ボ

カ

ラ

ロ
ス

信

ロ

ス

ン

一

ク

ク

ク
電

ク

ク

コ
メ

キ

キ

一

一

造

造

製

製

レ

レ

ノ

ノ

ン

ス

ン

ス

ト

ド

ト

ド

レ

タ

レ

タ

ン

ン

ン

ン

一

タ

一

ツ

一

ツ

ラ

ビ

ラ

ビ

ヤ

イデタス

タ

V

ト

一

ツ

ー

ツ
ラ

チ

ツ
ラ

ネ

ラ

ネ

ブ

ス

ブ

ス

ベ

コ

S

ロ
カ

ス

タツ

売

チ
販

ス

ムウジ

会合連合組
訴
業

提

工

夕

タ

グ
ト

一
ク

一
ク

ン

ツ

ボ

未

タ

セ

タ
セ
ピ

ニ

ドン』フフルナ

クスイ

信

デ

通

一

ヨ

リ

コ

クスイデニ
房

ン

ビ

ン

ビ

エ

ツ

コ

ツ
ス

昧
者

イ

ッ
本

イ

ッ
ニ
本

ル
途

レ
昧

レ
昧
京

ト

タ

一
タ

一
却
本

却
本

ン
ノ

0

イ

ア
ラ
人

人

ラ

ル

ン
度

一
三

二

ニ
ン
本

ろ
洋
シ

ほ

ン

ロ
ン

ロ
ラ

興
記

マ
工
目

マ
エ

ミ
ロ

タ
川

プ
興
プ

興
束

ス

マ

コ
マ

コ
焼

日
焼

日

コ
セ

D

バ

ヘ
プ
投
輸

プ

ヘ
シ
年

オ
第

オ
第

グ
日

C

束
ナ

の
パ

フ
パ

フ
ガ

一77一

か

一サツセロ

一サツセ

話

ロ

一

ブ

プ

線

電

プ

線

ポ

カ

ラ

ロ
ス
信

ロ
ス

ン

一

ク

ク

ク
電

ク

ク

コ
メ

キ

キ

一

一

造

造

製

製

レ

レ

ノ

ノ

ン

ス

ン

ス

ト

ド

ト

ド

レ

ク

レ

ク

ン

ン

ン

ン

一

ク

一

ッ

一

ツ

ラ
ピ

ラ
ピ

ヤ

イデタス

ク

V

ト

一

ツ

一

ツ
ラ

チ

ツ
ラ

ネ

ラ

ネ

プ

ス

プ

ス

ベ

コ

S

ロ
カ

ス

クツ

売

チ

販

ス

ムウジ

会合連合組
訴
業

提
工

タ

タ

グ
ト

一
ク

一
ク

ン

ツ

ポ

末

ク

セ

ク

セ

ピ

ニ

ドンラブルナ

クスイ

信

デ

通

一

ヨ

リ

コ

クスイデニ
房

ン

ピ

ン

ピ

エ

ツ
コ

ッ
ス

味

者

イ

ッ
本

イ

ッ

ニ
本

ル
途

レ

味

レ

味
京

ト

ク

一
ク

一
却

本

却

本

ン

ツ
0

イ

ア

ラ
人

入

ラ

ル

ン

度

二

一=

三

ン
本

3

洋

シ

ぼ

ソ

ロ

ソ

ロ
ラ

興

記

マ

エ
日

マ
エ

ミ

日

ク
用

ブ

興

ブ

興

東

ス

マ

コ

マ

コ

焼

日

焼

日

コ
セ

D

パ

ヘ
プ

役

輸

プ

ヘ
シ

年

オ

第

オ

第

ダ

日

C

東

ナ

の

パ

フ
パ

フ
ガ



記事NO元 の語 補正 した語

47

47

54

56

58

58

58

58

59

59

59

60

60

60

63

65

噌1

1

1

1

1

1

1

1

1
▲
1

1

1

1

1

1
▲
1

不 ニ ビューテ イ

連

運 搬 中
フ ルー

r定

東京
ヘース

東京
f供 服

白貨店
ニケ

善尺

中空糸

善尺
ヴラン ド
ボイン ト

不二 ビューテイ
運

運搬車
ブルー

予定

東京
ベース

東京
子供服

百貨店
ニケ

着尺

中空糸
着尺
ブラン ド
ポイソ ト

ー78一



4.6自 動 抽 出 キ ー ワ ー ドの 「漏 れ 」

「ノ イズ」 分析

{

記事番号:()が 」刀0記事の通 し番 号

種別

1桁 目 ～1:統 制 キ ー ワ ー ド 、2:フ リ ー キ ー ワ ー ド

2桁 目～1:一 般 、2:地 域 、3:企 業 名 、4:人 名

漏れ原因

点 KW数 制限のための点数が低い

日本語解析 日本語解 析 の切 り出 し、補正 、置 き換 え、 追加 、削 除

創出KW 本文 に無い

辞書 辞書の登録 ・分類

中黒 中黒がある(今 回の実験では日本語解析処理対象から

除外)

省略語'本 文中では省略語





機械の必須KWの 漏れ

記 事 番 号 種別 キ ー ワ ー ド 漏れ原因 備 考

　

　

　

　

　

　

1

(∠

惚
」

4

5

6

く

く

く

く

く

く

5

6

0

0

0
0

0

0

0

2

4

4

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

N

N

N

N

N

N

)

)

)

7

8

0
ノ

く

く

く

Q
/

0

0

6

7

8

0

0

ハU

O

O

(U

N

N

N

旬09000N

　

　

　

　

　

　

　

-
且

う
↑

3

4

5

/0

『1

1

1

1

1

1

1

1

く

く

く

く

く

く

く

4
.

(5

0

0

3

7
～

ハU

O
/

0

2

4

4

4

5

0

1
■

ー
ユ

ー

-

1

1

0

0

0

0

0

(U

O

N

N

N

N

N

N

N

)

)

8

0
/

1

唱1

く

く

60

63

01

01

N

N

　

　

　

O

l

(∠

(
∠

(
∠

(
∠

く

　

く

0

(∠

1

8

8

0
ノ

　

　

ユ

0

0

0

N

N

N

　

　

　

　

3

4
.

5

6

(∠

(∠

(∠

2

く

く

く

く

0

『1

8

0

0

ハU

O

l

(
∠

(
∠

(
∠

(∠

0

0

0

0

N

N

N

N

力02002N

110判 決

llO所 得 税

llO衆 院選

110発 売

110社 長

110社 長 人 事

llO人 事

llOメ デ ィ ア

120米 国

240服 部 剛 丈

110地 震

130リ クル ー ト

230KDD研 究所

110会 社 決 算

110発 売

110発 売

llO調 査

130ア ツ トホ ー ム

llO調 査 結 果

110身 障 者

110臨 海 副 都 心

110都 市 開発

210東 海

140船 田元

240船 田経 企 庁 長 官

110社 会 党

110会 社 決 算

110決 算

110会 社 決 算

110選 挙

120港 区

llO者15言義選

点 裁判が あるので問題 な し

点 所得税 減税 があるので問題 な し

誤読が原因で切りミス同党 の衆 院選hJ候 袖狛定 者

点 新製 品があ るので問題 な し

日本語解析

創 出KW

創 出KW

点 報道 、 テ レビがあ るので問題 な し

点

210レ ーザ ー反射 衛星 新 出KW

辞書

点

中黒

辞書

創 出KW

点

点

創 出KW

日本語解 析

創 出KW

点

点

創 出KW

点 東海地震 があ るので問題 な し

中黒

辞書

日本語解析 本文中は"自民、社会、公明、民社'

創 出KW

創 出KW

創 出KW

創 出KW

点

点

一79一

(姓 と名の判別強化)

直下型地震ががあ るので問題 な し

KDD研 究所(Fl)

新製品が あるので問題 な し.

新製品が あるので問題 な し

辞書 にC3あ り。形容動詞形 と判 断



記事番号 種別 キーワー ド 漏れ原因 備 考

NO230(28)

120東 京

120中 央 区

120文 京 区

120新 宿 区

210刑 事 告 発

点

点

点

点

日本語解析

NO238(29)

NO240(30)

NO246(31)

NO247(32)

NO260(33)

NO270(34)

NO280(35)

NO290(36)

NO300(37)

NO310(38)

NO320(39)

NO340(40)

NO350(41)

NO370(42)

110抜 本改革

130富 士総合研究所

130長 銀総合研 究所

220尾 瀬

110民 主主義

llO政 党政治

140森 喜朗

240森 通産相

110経 済支援

210ERM

230ジ ヤ グ ソ ンエ ア ラ

'110航 空路 線

230モ デ イル フ ト

130ボ ー イ ン グ

点

中黒

中黒

点

点

点

辞書

辞書

創出KW

辞書

中黒

日本語解析

中黒

日本語解析

230イ ー ス ト ウエ ス ト 中 黒

230ジ エツ トエアウエーズ 中 黒

llOリ ゾ ー ト開 発

,110企 業 業 績

110株

110投 資家

110持 株 比 率

110芸 術

110ボ ラ ンテ ィ ア

日本語解析

創 出KW

日本語解析

点

辞書

点

点

尾瀬ケ原があるので問題 なし

モ デ ィ ・ル フ ト

G@ボ ー イ ン グ7371200型

ユーザ辞 書にボーイング737が登録されていたため

イ ー ス ト ・ウ エ ス ト ・エ ア ラ イ ン ズ 社

ジ ェ ッ ト ・エ ア ウ エ ー ズ

リゾ ー ト事 業が あるので問題 な し

/リ ゾー ト/開 発事 業

持 ち株 、株 価 があ るので問題 な し

外 国人投資家 があ るので 問題 な し

本文 中は 「持 ち株 比率」

「持株 比率」 は旧辞書 に な し

最新 辞書で はFl

芸術 活動があ るの で問題 な し

ボランティア団体、ボランティア活動を

切

り出 しているがいずれも点数で落

NO380(43)230オ ッペ ン化 粧 品

NO389(44)llO円

日本語解析 オ ッペ ン化粧 品会 長

点
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記事番号 種別 キ ー ワ ー ド 漏れ原因 備 考

llO円 相 場 点

NO393(45) 110NHK 誤読

110調 査 結 果 創出KW

NO394(46) 110臓 器移植 点

llO脳 死 点

110脳 死 臨調 点

NO410(47) 110輸 出 武器輸出があるので問題な し

120米 国 誤 読 、 中黒

120ロ シ ア 点 3回 出現

NO420(48)

NO425(49) llO発 売 点 新製品があるので問題なし

NO441(50) llO内 需 点

130昭 和 電 工 日本語解析

110セ メ ン ト業 界 点

130三 菱化 成 中黒

NO450(51)

NO460(52) 110人 事 日本語解析 人事交流があるので問題な し

240柏 木昇 新 出KW

110大 学人事 創 出KW

NO480(53)

NO488(54) 110国 連平和 維持活動 点

NO489(55)

NO490(56) 110通 産 省 中黒 通産省 ・中小企 業庁

NO500(57)

NO504(58) 130日 産 自動 車 省略証口 本文 中で は 「日産」

130ト ヨタ 自動 車 省略証口 本文 中で は 「トヨタ」

130三 菱 自動車工 業 省 略 一五口 本 文 中では 「三菱」

210米 自動車 工業会 辞書 本文中は 「米国自動車工業会」

NO520(59) 210ゴ ミ発 電 点 出現4回

110エ ネ ル ギ 日本語解析

110ご み処 理 創出KW

NO530(60) 110増 産 創出KW

110体 制強化 創出KW 本文中では 「生産体制を強化」

11016MDRAM 辞書 16メ ガDRAMを 同義語処理 に

NO540(61)

NO570(62)

NO600(63) llO新 会社 点

230エ ムアイエムホール デイングス 誤読 エ ム ・ ア イ ・エ ム ホ ー ル 一一ア イ ノ グ ス

NO610(64) 230濤 和 化学 新出KW

210MC法 新出KW
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記事番号 種別 キー ワー ド 漏れ原因 備 考

NO620(65)

NO630(66)

NO640(67)

NO660(68)

NO666(69)

NO670(70)

NO675(71)

NO680(72)

NO690(73)

NO710(74)

NO720(75)

NO730(76)

NO740(77)

NO750(78)

NO756(79)

NO758(80)

NO760(81)

NO762(82)

NO770(83)

NO780(84)

NO790(85)

NO810(86)

NO820(87)

110技 術 開発

110発 売

110新 製 品

110発 売

210常 務

llO調 査

llO中 小 企 業

llO調 査 結 果

110需 要見 通 し

110映 像 機 器

110通 信 機 器

130日 立 製作 所

110展 示 会

210単 位 料 金 区域

110電 話 料 金

llO発 売

llO駐 車 場

110共 同 開発

llO発 売

創 出KW

創 出KW

創 出KW

点

中黒

点

点

創 出KW

点

点

点

省略語

創 出KW

点

創 出KW

点

創 出KW

点

110ク ラシツク音楽 創 出KW

110カ ーオーデイオ 誤 読

130日 本 工一エスエ ム 誤 読

110共 同開発 点

110工 業技術 院 中黒

130ロ ールス ロイス 誤読

130石 川島播磨 重工業 誤読

1301BM誤 読

110発 売 点

230江 蘇省服 装進出 口 新 出KW

230南 京蘇綿服装有 限 新 出KW

230南 京市江寧県第二 新 出KW

230蘇 州合 田刺繍有 限 新 出KW

llO発 売 点

本 文 中で は 「販 売 を開始 した」

新製品があるので問題 なし

本文 中では 「日立」

新製品があるので問題な し

機械式があるので問題な し

新製品があるので問題なし

本 文 中では 「クラシ ック」

高級カ ーオーデ ィオ

英 ロ ー ルス ロ イ ス

新製品があるので問題 なし

一82一



記事番号 種別 キ ー ワ ー ド 漏れ原因 備 考

NO827(88) 1101SDN 誤読

NO840(89) 210副 会 長 日本語解析 新副会長

130富 士 写真 フイル ム 中黒

110人 事 創 出KW

NO850(90) 120東 京 中黒 東京 ・東 池袋

220東 池袋 中黒

110シ ョ ー ル ー ム 創出KW

NO860(91) 210感 熱性高分子 新出KW

210ポ リオ キ シエ チ レ 新出KW ポ リエ キシエ チ レンノニル フェニル エーテル

210ポ リ ビニ ル メ チ ル 点 ポ リ ビニ ル メ チ ル エ ー テル

110共 同開発 創出KW

NO870(92)

NO900(93) 110調 査結 果 創 出KW

110株 式売 買 創 出KW

NO910(94) 110装 置 開発 日本語解析 駆動装置と開発があるので問題なし

210透 明樹脂 日本語解析 未知 語 と して切 り出 し

NOgll(95) 110み な とみ らい21 点 9段 目

llO再 開発 点

110経 済協 力 日本語解析

130三 井不動産 誤読
NO914(96)

NO930(97) llO次 世 代 点

NO940(98)

NO950(99) llO発 売 日本語解析 接辞(P)と 分類。 新製品が あるので問題な し

NO960(100) 110業 務提携 日本語解析
"業務提携 す る"と 切 り出 し

NO970(101) 210ト ラ ンス プ ラ ン ト 点

NO980(102)
、

NO990(103)

N1010(104)

NlO30(105)

NlO40(106)

N1060(107)

N1070(108)

N1090(109)

N1091(110)

N1100(111)

llO受 注動 向 創 出KW

210エ コノ ミー ク ラス 点

llO住 宅 設 備 機 器 点

130ア ップルコンピュータ 日本 語解 析 米 ア ップ ル コ ン ピュ ー タ

110新 製 品 点

llO役 員 人事 創 出KW

llO電 波 障 害 点

210製 品 事 故 新 出KW

210通 商 産 業 検査 所 点
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記 事 番 号 種別 キー ワー ド 漏れ原 因 備 考

NlllO(112)llO会 社 決 算

Nll20(113)110F1(モ ータースポーツ)

Nl140(114)210ご み 焼 却

Nll50(115)

Nll60(ll6)110拡 販

110抗 菌 剤

110市 場 投 入

110防 か び 剤

Nll78(117)110放 射 線

110原 子 力 発 電 所

Nll82(ll8)110円 高

Nl190(119)110省 エ ネ ル ギ

110技 術 開 発

llO地 球 環 境

110環 境 問 題

Nl200(120)110発 売

130ア ップルコンピュータ

Nl210(121)

Nl230(122)llO乗 用 車

・130三 菱 自動 車 工 業

Nl240(123)

N1250(124)130ト ヨ タ 自動 車

N1260(125)

N1270(126)210PC橋

210鶴 ケ島ジャンクション

Nl280(127)110新 築 工 事

Nl290(128)110道 路 建 設

Nl299(129)410入 札

110公 共 工 事

N1300(130)110調 査

Nl310(131)llO社 長 人 事

Nl320(132)120千 葉

110都 市 計 画

210幕 張 新 都 心

Nl330(133)110防 衛 施 設 局

llO建 設 計 画

210首 都圏中央連絡自動車道 中黒

llO日 本道路建設業協 中黒

210新 産業三角構想推進会議 新 出KW

210か ずさアカデミァパーク 日本 語 解 析

創 出KW

日本語解析Flチ ーム

誤読 都市 こみ焼却

点

中黒

創出KW

中黒

点

点

日本語解析

日本語解析

点

点

創出KW

日本語解析

省略語

点

省略語

省略語

新出KW

新出KW

創出KW

創出KW

点

点

日本語解析

創出KW

日本語解析

点

点

点

創 出KW
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市場に投人。市場があるので問題なし。

本 文で は抗 菌 ・防 カビ剤

円高差益 が あるの で問題 な し

省 エ ネルギー技術が あ るので問題 な し

接辞(P)と分類。新製品があるので問題な し

本 文 中で は 「ア ップ ル社 」

本 文 中 で は 「三菱 系 、三 菱 自動 車 」

本 文 中 で は 「トヨ タの」

接辞(P)と分類。調査結果があるので問題なし

(団体 ・団体 の ときの処 理)

後処 理 で対処 可 千葉県→千葉

建設工事があるので問題な し



記事番号 種別 キ ー ワ ー ド 漏れ原因 備 考

Nl339(134)

N1340(135)

Nl350(136) 110首 都 圏 中黒

Nl373(137) llOダ ン ピ ン グ 中黒

Nl380(138) 110廃 棄物処 理 日本語解析 産業廃棄物処理があるので問題な し

llO環 境保護 創出KW

Nl390(139) llOポ リエ ステル長繊維 日本語解析

Nl400(140) llO発 売 点 新製品があるので問題 なし

110秋 冬 物 点

N1410(141)

N1420(142)

Nl430(143) 210サ イ トシグナル研究所 新出KW サイ ト、シグナル、研 究所長 と分割 した

240鶴 藤 丞 日本語解析 鶴藤 丞 氏 と切 った ・

llO高 齢化 社会 点

llO遺 伝 子 点

110イ ン タ ビ ュ 創出KW

Nl439(144) llOビ ー ル 日本語解析

110複 合施設 創出KW 本文中では 「複合商業施設」

Nl440(145) llO調 査 結 果 創出KW

Nl450(146) 110化 粧 品 日本語解析 スポーツ化粧 品が あ るので問題 な し

Nl460(147) llOエ ス テ テ ィ ッ ク 点

N1470(148) 110管 理 シス テ ム 日本語解析 システムがあるので問題 な し

llOデ ー タ ベ ー ス 点

110シ ス テ ム 開発 日本語解析 シ ステ ム 、 シ ス テ ム 導 入 が あ るの で 問 題 な し

N1472(149) llO株 日本語解析 接辞(P)と した。保有株 が ある

Nl480(150) 210バ ー チャル ウイ ン ド 誤読

Nl490(151) 230み つ た 新 出KW

Nl500(152)

Nl510(153)

N1520(154)

N1530(155)

Nl540(156)

llO売 り場 面 積

230有 田 ヴ イ オ ー シ

llOソ フ ト開 発

110倉 庫

120兵 庫

230神 明

110販 路 開拓

llO品 質 管 理

llO調 査

llO調 査 結 果

110手 袋

110製 品 開発

占

…

中黒

日本語解析

点

日本語解析 後処 理 兵庫県→ 兵庫

日本語解析 一般 として切 った

創 出KW

創 出KW

点

創 出KW本 文 中では 「調査 を した結 果」

日本語解 析 液体手袋が あるの で問題 な し

創 出KW
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記事番号 種別 キー ワー ド 漏れ原因 備 考

Nl550(157)

Nl560(158)

110調 査

110調 査 結 果

230ロ ー ブ

110新 規 事 業

日本語解析

創出KW

誤読

創 出KW

210情 報 ネ ッ トワー ク 創 出KW

Nl561(159)110日 本 百 貨 店 協 会

120東 京

N1570(160)110素 材 開発

Nl580(161)110宝 飾 品

Nl586(162)110事 業 戦 略

N1590(163)240土 岐 訓 代

N1592(164)110決 算 見 通 し

110会 社 決算

N1593(165)110経 営計 画

N1600(166)

N1602(167)120米 国

110農 業 交 渉

110日 米 関係

N1608(168)210給 料 制

120千 葉

120東 京

110調 査

N1610(169)

N1611(170)

120栃 木

120山 梨

120埼 玉

120長 野

120岐 阜

210キ ク イモ

110捕 鯨

120ノ ル ウェ

誤読

誤読

創出KW

創出KW

創 出KW

新出KW

創出KW

創出KW

点

日本語解析

点

創出KW

新 出KW

日本語解析

日本語解析

析

析

析

析

析

解

解

解

解

解

五
口

五
目

五
目

五
目

五
口

本

本

本

本

本

日

日

日

日

日

点

点

点

接 辞(P)と した

ロ ー ブ

本

京
=
束

一 般(G)で 切 っ た

後処理で対処可 千葉県→千葉

後処理で対処可 東京都→東京

後処理で対処可

後処理で対処可

後処理で対処可

後処理で対処可

後処理で対処可

栃木県→栃木

山梨県→山梨

埼玉県→埼玉

長野県→長野

岐阜県→岐阜
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ゴ ミ

ゴ ミの種別

① 誤読

② キー ワー ド候補語抽 出 ミス

品詞分解 お よび後処 理 にお ける抽 出 ミス

③ 種別 ミス

④ 本来 の意味 で はな く、 よ り広 汎 な意味 で用い る もの

①血液 の 「血」② 「血」が さわ ぐ

①のケースだけ抽出 したいにもかかわらず② のケースを抽 出 して しまったためのゴミ

⑤ ④ の逆 で 限定的 に使 っている場合 だけ検 出 したいに もかかわ らず一般的 な使 い方 の場

合 も抽 出 して しまったための ゴミ

例:環 境 自然 環境の場合 だけ をKWと して抽 出 したい。

⑥ 複数 の意味 を もつ もの

⑦ 主題 で ない

(a)本来、何 か との論理積 と して使 うべ きもの

例:利 用、効 果 、システム

これ らは、む しろ ゴミではな くつけ るべ き。 なぜ な ら、 これが あったために主題 で

ない ものが ヒッ トす る ことは考 えられない。

(b)例示 と して上 げてい るもの。

例:「 結婚」 と同様 、パ ー トナー選びが難 しい よう。

通常総代会(「 株式会社」 の 「株 主総会」 に相 当)』

(c)そ の他

L誤 読

003 木 006 目 007 モ ンク 015 漢 ・029 宋

036 芝(1) 041 宋 054 PK[F3] 059 NED[F3] 071 リ ア[F3]

072 写 真(2) 074 白 075 宋 071 あ 077 目

078 オ ー ル イ ン ワ ン 088 レ ク トロニ クス 094 プ レ 103 宋 106 鳥(1)

114 オキ ll4 シ ン 114 セツ コ 123 ヘ ル 134 カル

136 京都 140 ブ ラン ド 148 宋 158 一休 158 白

159 ニ ケ 160 タ ム(1) 160 空 166 力 170 あ

170 水(7)

口はKW種 別 ()は ヒ ッ ト数 (12)
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2.キ ー ワー ド候 補語抽 出 ミス

009 ひ ろ[F3] Ol2
電気 通信[F3】

(9)
015 い い の[F3] Ol6 ラ ル[F3] 030 なが ら[F3]

036 森 044 え る[F3] 045 はざ ま[F3] 046 え る[F3] 050 なが ら[F3]

050 と もや[F3] 053 す ぎた 054 産業(産業春秋) 063 太平洋 065 王朝文

068 多摩 075 ア ッ ク[F3] 076 戸(1) 082 なが ら[F3] 86 うす

104 シム 114 ス ピン ドル 121 港 130 道 136 戸

137 糸 140 マ ス 143 サ イ ト[C1] 143 シ グ ナ ル(F1) 147 エ ス テ[F3]

148 東 急[F3] 149 あ さひ[F3] 153 ま る な か[F3] 153
日本 シス テ ム

[F3」
154 あ[F3]

155 ゾ ー ン[F3] 158 バ ス[C1] 167 硬 さ[C1] 169 味 170 い い の[F3]

口 はKW種 別()は ヒ ッ ト数(10)

3種 別 ミス

Ol4 WD[F3] 018 千代 田[F3] 027 藤 井[C3] 027 トッ プ[C3] 050

一 、

フ ツ ン ユ

[F3]

052
トラ ンス ナ シ

ョナ ル[F31
059 KW[F3] 062 ロ ボ[F3] 063 MIM 068 中央[F3]

081 産 機[F3](1) 101 米[Cl](4) 101 ESI[F3] 101 ア ダ ム ス[F31 104 内藤[C3]

114 バ ン[F3] 118 流 通[F3](1) 122 リベ ロ[F3] 124 ブ ラ ン ドIF3](2) 125 シ ン ポ[F3]

167 エ ス ピ[F3] 170 RMS[F3]

口はKW種 別 ()は ヒ ッ トi数 (8)

4.広汎な意味(例:血)〈 元々の意味 に限定 される場合 だけKWを 付 ける〉

007 網 007 音 Ol9 視線 035 特効薬(9) 044 時代

052 血(3) 058 壁 059 光(3) 074 感覚 88 夢

104 感覚 109 水(8) 115 パ イ ロ ッ ト(2) 126 IC(3)

〈他 に考 え られ る もの 〉:匂 い 、花 、卵 、衝 突()は ヒ ッ ト数(28)

5狭 義(本 来の意味 とは別の特別 な場合 で使 われる ときのみKWと す る)

007環 境(15)083環 境(13)092環 境(7)

〈他 に考 え られ る もの 〉:採 用()は ヒ ッ ト数 (35)

6複 数の意味く どちらの意味で もとられ るもの〉

126
　 む

フ ン フ(2) 163 NC

()は ヒ ッ ト数 (2)
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7-a.主 題 で な い～何 か と論 理積 で使 うべ き もので 主題 とな り得 な い もの

005 効果 008 効果 009 人 Oll 人 Oll 処分

011 基準 012 シス テ ム Ol8 人 029 検討 032 現象(2)

033 協力 033 姿勢 038 実績 039 攻勢 045 人

046 認識 051 利用 053 人 056 認識(1) 062 糸1[織(1)

064 変化 067 問題 067 心境 068 改善 069 内臓

071 人 073 利用 077 人 077 記録(1) 091 利用

092 社員 093 結果 093 売買代金 098 人(1) 099 円

102 軸 103 数字 106 企 業(2) 107 デ ー タ 107 管理

107 位 置(1) llO 通 111 デ ー タ 112 計上 117 元

ll7 発想 ll7 作業 ll8 時 間(1) 119 検討 122 結果

125 経済 126 分別 135 推進機構 135 適用要件 137 組織

138 実績 139 事業 141 傾向 141 大手 142 時 間(1)

149 管理 149 組織 150 設置 155 結果 158 提供

160
o

ア ツ フ 161 時価 164 本格化 164 結果 165 像

166 加速 166 利用 166 機能 168 人

()は ヒ ッ ト数 (ll)

7-b.主 題 で な い ～ 比 喩

013糸 吉女昏(1) 034株 式 会社034株 主総 会(2)048家 賃(3)

()は ヒ ッ ト数 (6)
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7-c主 題 で ない ～そ の他

001 金 003 区 006 ヒ ュ ー ム 管 008 政府 008
ミ ネ ラ ル ウ オ ー

タ(11)

009 死 Oll 手帳 Ol2 情 報(1) Ol2 国際 Ol8 ベ ッ ド

019 地域 019 国政選挙 021 ロ ボ ッ ト(5) 021 仕事(1) 021 動物

021 人 021 戦後 022 ゆ と り(5) 022 行事 023 日本

026 日本 027 名前 029 道 路(9) 031 色(1) 032 第二次大戦

032 作 法(3) 032 社会党 037 空 037 墜落事故(2) 037 経済(1)

038 米 国(1) 038 日本 040 景気回復(5) 040 黒字 043 社長

044 和 光(2) 047 今井博 049 ピー タ ー ス 051 病気 055 プ ロ

057 寺(1) 058 PR(2) 059 プ ロ 060 国内 063 日鉱

063 日本 063 社 長(1) 065 価格 069 カ ラ ー 070 世界

070 競演 073 新明和 074 電話機(2) 076 商品 077 税込み

077 円 077 仕 事(1) 078 円 080 プ ロ 082 食堂(4)

082
ウ イ ー ク デ
ー 082

レ ス トラ ン

(8)
086 カ ラ ー(1) 088 台所(5) 092 大学(3)

105 ビジネス 106 ブ レ ー キ(3) 107 日本法人 108 社 長(2) 109 たば こ(6)

109 食事(3) ll2 東大 ll2 経常利益 ll2 売上高 ll3 ア ップ

114 日本 114 採用(6) 116 生活空間 ll6 武器 ll8 円安

121 航路 122 減益 123 VWD 133 弾 薬(5) 140 SSP

141 ズ ー ム 142 机 143 研究所長 144 暖流 144 芝 生(1)

144 木 144 北欧 144 弁 当(3) 144 トンネル 144 樹 木(1)

146 カ ッ ト 146 価格 146 顧客 147 ク リニ ッ ク 152 想

156 水(7) 158 ネ ッ ト 161 ヘ ッ ド(1) 163 意 匠(5)

()は ヒ ッ ト数 (118)
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インデクサー処理後の追加処理

1.置 き換 え、追 加 な どの処 理

(1).見 出 しよ りのKW切 り出 し
a.見 出 しをスペ ース 、=、 括 弧 、句 読点 をデ リ ミタ と して分 解 し、EL辞 書 にあれ ば

採 用す る。

b.見 出 しの 、=よ り前 の文 字列 を 「」 で囲み 、 カ ッ トキ ー ワー ドとす る。

(2).置 き換 え

a.本 文 の全 文 を対 象 と し、辞 書 に指 定 した文 字列 が あ れ ば、指 定 した語 に置 き換 え
る。

米 → 米 国

英 → 英 国

仏 → フラ ンス

(3).追 加
a.本 文 の全 文 を対 象 と し、辞 書 に指定 した文字 列 が あれ ば 、指定 した語 を追 加 す る。

自民+(自)

自由民主党
公明+(公)

共産+(共)
民社+(民)
自 ・社+自 、社

社公民+社 ・公 ・民+社 、公、民 社会党,公 明党,民社党

(社)+(社 会)
工場 を建設 →

跡地 を利用 →

建設を計画 →

周年 を記念 →

技術 を開発 →
システムを開発

システムを導入

情報 を提供 →
顧客 を開拓 一
工場の設備 →

市場 に投入 →
ゴミ → ごみ

リス トラ → リス トラクチ ャリング

ソフ ト → ソフ トウエア

オリジナル品 → オ リジナル商品
CO2→ 二酸化炭 素

NO2→ 二酸化窒素
NOX→ 窒素酸化物

DOS/V→DOS-V

千代 田区+中 央区+新 宿区+港 区 一 東京

品川区+目黒 区+世 田谷 区+大 田区 一 東京

中野 区+練 馬区+板 橋区+文 京区 → 東京
豊島区+北 区+荒 川区+葛 飾区 → 東京

江戸 川区+江 東区+墨 田区+台 東区 → 東京
渋谷 区+杉 並区+足 立区 → 東京

名古屋市 → 愛知
宮沢首相+宮 沢総理 → 宮沢喜一
武藤外相 一 武藤嘉文

後藤田法相 一 後藤田正晴

→ 自民党

→ 自民党
→ 公明党
→ 共産党
→ 民社党

→ 自民党+社 会党

→ 社会党

工場建設

跡地利 用

建設計画
周年記念

技術 開発
→ システム開発
→ システム導入

情報提供
顧客開拓
工場設備

市場投入
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林蔵相 → 林義郎
森山文相 → 森山真弓
丹羽厚相 → 丹羽雄哉
田名部農相+田名部農水相 → 田名部匡省
森通産相 → 森喜朗
越智運輸相 → 越智伊平
小泉郵政相 → 小泉純一郎
村上労相 → 村上正邦
中村建設相 → 中村喜四郎
村田自治相 → 村田敬次郎
河野官房長官 → 河野洋平

鹿野総務庁長官 → 鹿野道彦
北北海道沖縄開発庁長官+北北海道開発庁長官+北沖縄開発庁長官 一
北修二
中山防衛庁長官 → 中山利生
船田経済企画庁長官+船田経企庁長官 → 船田元
中島科学技術庁長官+中島科技庁長官 → 中島衛
林環境庁長官 → 林大幹
井上国土庁長官 → 井上孝
平岩経団連会長 → 平岩外四,経団連,会長
永野日経連会長 → 永野健,日経連,会長
速水経済同友会代表幹事 → 速水優 経済同友会,代表幹事

b.本 文の第一段落を対象 を対象 とし、辞書 に指定 した文字列があれば、指定 した語
を追加す る。

発売 → 新製品

開発*販 売 → 新製品
開発*発 表 → 製品開発,新製品

c.本文の見 出 しを対象 とし、辞書 に指定 した文字列があれば、指定 した語 を追加す

る。追加 した語のEL辞 書 との突合 はお こなわない。

「一村逸品」 → 一村 一品運動

(4).削 除
a.本 文 の全 文 を対 象 と し、指 定 した文字 列 が あれ ば、KW候 補 語 よ り削 除す る。

=写 真
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● 調査研 究 チ ー ム メ ンバ ー●

チ ーム長 斉藤 裕 (副社長 情報 ・技術担 当)

河合 正晃

村田 弘

新川 辿雄

今別府芳暢

渡野辺 勇

小島 博志

菅谷 茂

高梨 明

松延 健

島田 誠一

大田 康博

岩元 正史

小島志圭央

(常務 技術担当)

(取締役 情報担 当)

(取締役 営業担当)

(技術部 担 当部長)

(技術部 課長職)

(情報部 機械化担 当)

(情報部 課長職)

(情報部 シニアインデクサー)

(情報部 機械化担 当)

(営業部 担当部長)

(営業部 担 当部長)

(営業部)

(営業部)

●実施スケジュール●

作業工程 旬 月別 789101112123

①調査機器類の手配 ⇔
一
一

⇔
一

一
一 →

一
一

②調査対象新聞の選定

③ イメージ をテキス ト化

④誤読文字の調査

⑤誤読文字を正文字に変換

⑥ テキス トデ ータか ら

キー ワー ド抽出

⑦ キー ワー ドの品質評価

⑧システム化の検討

⑨ レポー ト作成 ・提 出

一93一
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